
　上町台地の時空につながる第1の扉は「まつり」で
す。古代の祭礼から現代のフェスティバルまで、人々の
願いとともに、絶えることなく繰り広げられるまつりを
めぐります（1）。
　第2、第3の扉は「子どもと遊び」「子どもとまち」
です。路地や坂道、鎮守の森などの緑や崖地の多い上
町台地界隈は、子どもたちにとって格好の遊びの舞台で
もありました。子どもたちの創造力を豊かに育む、まち
との交わりのいま・むかしをたずね、未来をみつめま
す（2）（3）。
　第4の扉は「まちなかのプロフェッショナル」です。丁
寧に手をかけたものを介して、人やまちとのつながりを
大切に、暮らしに寄り添う手仕事やものづくりや商いの
担い手をたずね、その心にふれます（4）。
　
　　
（1）ウィンドウ・エキジビション01「上町台地まつり絵巻」（2007年2月5日～
4月28日）、（2）ウィンドウ・エキジビション02「上町台地 子どもと遊び いま・
むかし」（2007年5月14日～8月31日）、（3）ウィンドウ・エキジビション10「ま
ちで育む上町台地の子」（2010年2月1日～5月28日）、（4）ウィンドウ・エキ
ジビション13「上町台地 まちなかのプロフェッショナル～暮らしによりそう手仕
事・ものづくり・まちづくり」（2011年2月1日～ 6月30日）をもとに構成。

上町台地の公園にやってくる街頭紙芝居師・杉浦貞さん（撮影2007年4月）
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上町台地
“つながり”のスタイル

緑と鳥の回廊と
水の縁をめぐる
　1. 緑と鳥といのちの回廊をたどる　
2.  日常の楽園 コミュニティグリーン　
3.  台地を潤す水の縁ふたたび　

2
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日常から減災へ
思いをつなぐ　
　1.  風土特性と災害リスクに思いを馳せる　
2.  全国の“ いのちをまもる智恵 ”に学ぶ　
3.  減災ゲームでその日その時に身を置く　
4.  土の人と風の人 ともに歩む減災への道　
5.  ふだんの“ 避難所 ”体験のすすめ　
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まちで育む
地野菜とつながり　
　1.  なにわ伝統野菜から広がる人の輪　
2.  玉造黒門越瓜栽培で“ ツルつながり ”
3.  “ツルつなぎ ”プロジェクトのその後　
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上町台地の
時空につながる扉から　
　1.  春・夏・秋・冬  まつりをめぐる
2.  子どもと遊び いま・むかしをたずねる
3.  大人から子どもへ伝えるこころ
4. 暮らしによりそう手仕事・ものづくり

1
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紡がれるつながりと
言葉の力
　1.  52 人の大切な一冊とお気に入りの場所　
2.  上町台地百人一句と U-CoRo 人絵巻

5
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第2章



過
去
か
ら
現
在
ま
で
、
上
町
台
地
に
息
づ
い
て
き
た

ま
つ
り
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

愛染まつり、芸者さんが「宝恵かご」に乗って参詣
（1970年代初、提供：愛染堂勝鬘院）

昭和初期の生國魂神社夏祭枕太鼓
（1936年、提供：生國魂神社）

高津宮の富籤･籤箱

年末に出発する伊勢迄歩講
（2001年、提供：玉造稲荷神社）

からほりまちアート
（空堀商店街界隈、
    2001～2010年） 猪飼野保存会だんじり

（2005年、提供：猪飼野保存会）

なにわ人形芝居フェスティバル（写真は2005年、
提供：なにわ人形芝居フェスティバル事務局）

高津宮節分祭破魔矢
伊勢参宮本街道行程図
発行：玉造稲荷神社

彦八まつりの手拭、絵馬

いくたま夏祭の
団扇、手拭、魔除獅子

愛染まつりの
花かづら

なにわ人形芝居
フェスティバルのグッズ
吹き戻し、
フリーパスバッジ、集印帖 猪飼野保存会だんじり

団扇、手拭

古くからの伝統が
受け継がれるとともに、
新しい動きが
生まれています。

高津宮新年祭神楽
（1965年頃、提供：高津宮）

上町台地の
時空につながる扉から

　数々の社寺が並び建ち、今も歴史の舞台

そのものの姿を宿す上町台地。ここは、浄

土信仰の聖地として、あるいは巡礼の道と

して、古来、多くの人々が行き来した地でも

ありました。上町台地の祭礼や年中行事、

まちの生活文化を紐解いていくと、まつり

に刻まれてきた人々の思いや願いの深さに

気づかされます。同時にそれは新たなまつ

りを生み出す、まちのダイナミズムを感じる

ことにもつながるものでしょう。

春・夏・秋・冬
まつりをめぐる

1
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四天王寺の「どやどや」（『摂津名所図会』 江戸時代後期）と厄除けの牛王宝印楊枝（写真）

古代から現代まで受け継がれている、四天王寺の「聖霊会」（『摂津名所図会』 江戸時代後期）

※まつりの日程は年によって変わることがあります。足を運ばれる場合は事前にご確認ください。

下旬　とこしえ秋まつり　高津宮
月末または翌月初の日曜
　　　ワンコリア・フェスティバル
　　　　　　　　　　　　大阪城公園内

◆ 11月 ◆
１日　高倉社御火焚祭　高津宮
上旬　秋の植木市　天王寺公園
  〃  　四天王寺ワッソ　難波宮跡公園
８日　鞴神社の鞴祭り　生國魂神社内
中旬　生野コリアタウンまつり
　　　　　　　　　  御幸通商店街一帯
15日　七五三　各神社
23日　新穀感謝祭　高津宮

◆ 9 月 ◆
第 1 土・日曜　彦八まつり　生國魂神社
第 2 日曜　天王寺区民まつり　五条公園
７か８日　ぜん息・風邪・気管支炎封じ
　　　　　　　　　　　 鎌八幡・圓珠庵
20～26日　秋季彼岸会　四天王寺・一心寺他
秋分の日　祖霊祭　高津宮
  〃  　　　浄瑠璃社秋祭　生國魂神社内

◆ 10 月 ◆
体育の日　だんご茶会　玉造稲荷神社
  〃  　大阪メチャハピー祭り　大阪城ホール
10日　紙衣さんのお衣替え　四天王寺万灯院
中旬　べんてんさん青空古本市　四天王寺境内
  〃  　中央区民まつり　難波宮跡公園
14・15日　秋祭　玉造稲荷神社
15・16日　秋祭　御幸森天神宮・弥栄神社
18日　秋祭併敬老祭　高津宮
中旬～11月中旬　大阪城菊の祭典
　　　　　　　　　　　　 大阪城本丸内
22日　経供養　四天王寺
28日　献茶祭　生國魂神社

◆ 12 月 ◆
初旬　一万人の第九　大阪城ホール
中旬　大阪義士祭典　吉祥寺
21日　しまい大師　四天王寺

23日　天長祭　高津宮
28日　初詣・伊勢迄歩講出発　玉造稲荷神社
29日　もちつき　一心寺
31日　大祓　各神社
  〃  　除夜の鐘　四天王寺・一心寺他

◆ 1月 ◆
１日　歳旦祭・初詣　各神社
３日　元始祭　高津宮
成人の日　とんど祭　高津宮
９日～11日　えべっさん　御幸森天神宮
10日　織田作之助命日　楞厳寺
13日　城方向八幡宮の御弓神事
　　　　　　　　　　　    生國魂神社内
14日　どやどや　四天王寺
15日　とんど　玉造稲荷神社・生國魂神社
15日　トンド・白菊祭　高津宮
21日　初大師　四天王寺
25日　契沖忌　鎌八幡・圓珠庵
新年最初の庚申の日と前日
　　　　　　    初庚申　四天王寺庚申堂

◆ 2月 ◆
１～３日　風邪除け風天尊祭　清水寺
３日　節分祈願会　藤次寺
  〃  　節分祭　玉造稲荷神社・高津宮・
　　　　　　　 堀越神社・五條宮
８日　針供養・筆供養　太平寺
11日　献梅祭　高津宮
22日　太子二歳まいり　四天王寺
23日　的祭神事　高津宮
2 月初午　初午祭　玉造稲荷神社
大阪城公園観梅　大阪城公園

◆ 7 月 ◆
11・12日　いくたま夏祭　生國魂神社
15日　玉造黒門越瓜食味祭　玉造稲荷神社
15・16日　大江神社の夏祭　大江神社
  〃  　五條宮の夏祭　五條宮
  〃     玉造稲荷神社の夏祭　玉造稲荷神社
17・18日　高津宮の夏祭　高津宮
18・19日　河堀稲生神社の夏季大祭
　　　　　                      河堀稲生神社
中旬　東高津宮の例大祭　東高津宮
  〃  　夏祭　御幸森天神宮・弥栄神社
  〃  　久保神社の夏祭　久保神社
18・21・22日　三光神社夏祭　三光神社
第 3 土・日曜　堀越神社の夏祭　堀越神社
下旬　大阪城薪能　大阪城西の丸庭園
7～8月　大阪城サマーフェスティバル
　　　　　　                   大阪城公園他

◆ 8 月 ◆
４ 日　篝の舞楽　四天王寺
９・10日　千日詣り　四天王寺
９～16日　盂蘭盆会万灯供養　四天王寺
11・12日　大阪薪能　生國魂神社
23・24日　地蔵盆　各地の地蔵尊

22日　聖霊会舞楽大法要　四天王寺
25日　安居神社大祭　安居神社
27日　定例納骨法要　一心寺

◆ 5 月 ◆
上旬　春の植木市　天王寺公園
５日　城方向八幡宮の走馬神事　
　　　　　　　　　　　　  　生國魂神社内
７日前後の休日　幸村祭　安居神社

◆ 3 月 ◆
13日　十三まいり（新暦祭）　太平寺
18～24日　春季彼岸会　
　　　　　　　　　　  四天王寺・一心寺他
春分の日　浄瑠璃社春祭　生國魂神社内
  〃  　　　祖霊祭　高津宮

◆ 4 月 ◆
上旬　なにわ人形芝居フェスティバル
　　　下寺町・逢阪一帯
  〃  　三光桜祭　三光神社
  〃  　桜祭り・手づくり市　高津宮
  〃  　高倉社初午大祭　高津宮
７日　御神楽（人長舞）　生國魂神社
８日　仏誕会　四天王寺他
11日　家造祖神社の例祭　生國魂神社内
13日　十三まいり（旧暦祭）　大平寺
下旬　四天王寺春の大古本祭り
　　　　　　　　　　　　四天王寺境内

◆ 6 月 ◆
１～７日　三光神社の大祭　三光神社
11日　比売古曽祭　高津宮
15日　白菊祭　高津宮
30日　道饗祭　生國魂神社
  〃  　大祓　高津宮・玉造稲荷神社・
　　　 　　　生國魂神社
30日～７月２日　愛染まつり  愛染堂勝鬘院
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“上町台地のまつりを紐解く”
スペシャル・トークと交流の夕べ

ゲスト： 澤井浩一さん（大阪歴史博物館学芸員）

　　　　北川  央 さん（大阪城天守閣研究副主幹）

上
町
台
地
を
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台
に

多
彩
な
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が
展
開

玉造稲荷神社の夏祭･獅子頭
（昭和初期、玉造稲荷神社蔵）

地域の地蔵尊が今も大切に
されている上町台地界隈
左上：空堀延命地蔵（谷町７）
右上：日限地蔵尊（谷町6）
左下：地蔵尊（谷町7）
中下：将軍地蔵尊（上本町8）
右下：永泰地蔵尊（釣鐘町2）

古代の国際交流を再現する
四天王寺ワッソ
（難波宮跡公園）

高津宮のとんど祭、併催の野外コンサートに多数の観客が集まる

境内に枕太鼓が響く、いくたま夏祭

大阪の夏祭の始まりを告げる愛染まつり
（提供：愛染堂勝鬘院）

四天王寺骨董市、毎月21日は大師会、22日は太子会

上
町
台
地
ま
つ
り
M
A
P

上町台地の歴史・文化に造詣の深いゲストのお話の
後に、歴史ある社寺の方々や新しいイベント等の関係
者が語り合う貴重な時間となりました。

2007.4.29

開催日： 2007年 4月 29日　／　会　場： NEXT21 ホール
主　催： 大阪ガス㈱エネルギー・文化研究所（CEL）

event &
workshop
event &

workshop

※肩書、所属等はイベント開催当時のものです。

※まつりの日程は年によって変わることがあります。足を運ばれる場合は事前にご確認ください。

生野コリアタウンまつり

近鉄百貨店

桃谷公園
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TOPICS

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

高速道路に覆われた東横堀川
水都時代の子どもたちは水辺
の記憶も豊かだった

東横堀川・地蔵坂・高津宮・天王寺
動物園・生國魂神社・宝泉寺・天神
橋下のローラースケート場

メンコ・ビー玉・川遊び・
ローラースケート

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

上本町西界隈の路地
こんな狭い路地も子どもたち
には大切な遊び場だった

路地・高津宮・生國魂神社・真田山
公園・商店街の夜店・東横堀川

ベッタン・ビー玉・
鬼ごっこ

手づくりの遊び道具
竹馬、輪ゴム鉄砲、竹とんぼ、輪回し、凧揚げ…、昔
は遊び道具も自分たちでつくりました。最初はお父さ
んや年長の子につくってもらっても、そのうちやり方
を覚えました。「缶ぽっくり」もそのひとつ。空き缶と
ヒモがあれば簡単につくれます。空き缶に釘を打ち
つけて穴をあけ、ヒモを通すと出来上がり。缶の側
面に2ヵ所の穴をあけるやり方の他に、缶の上面に
1つ穴をあけてヒモを通し、下駄の鼻緒のようにして
裸足で乗る方法もありました。カパ、カパ、カパと音
を鳴らしながら、歩き回って楽しみました。

　上町台地の周辺では、おがくずを使った
練り人形や、商家の反古紙などを利用した
張子人形が古くから作られてきました。生
玉人形は大阪の代表的な郷土玩具のひと
つで、人形芝居の操り人形を模して作られ
ていました。戦前まで、生國魂神社付近
で売られていたためにその名があります
が、当時は子どもの玩具としても人気があ
り、戦前のグリコのおまけ係として知られ
た故宮本順三さんも、子どもの頃にこの人
形にふれて刺激を受けたといいます。
※写真の人形は、富田林市の佐々木義昂氏が
再現したもので、三番叟と町人、町娘が復元
されています。

路地遊びとおもちゃ
昔は上町台地にも路地がたくさんあ
りました。たいていの路地には何人
かの子どもがいて、大きい子から小
さい子までが揃って遊びました。路
地が舗装されるようになっても、地
蔵さんの前は土のままで、そこでビ
ー玉やメンコをよくしていたそうで
す。毎日毎日、どこの路地でもいろ
んな遊びが繰り返されていました。
ベーゴマ、ヨーヨー、けん玉、コマ回
し、時には、かくれんぼや缶蹴りも。
狭くても、路地には逃げ場所や隠れ
場所がいっぱいありました。

空堀の路地で遊ぶ子どもたち（昭和20年代後半撮影、
からほりまちアート実行委員会編「なつかし写真帖」より）

　上町台地で子ども時代を過ごした、「祖父母世代（昭
和前期頃）」、「父母世代（昭和後期頃）」、そして「平成の
子どもたち」に聞いた、お気に入りの遊びと遊び場のいく
つかをマップで紹介します。

生玉人形と
郷土玩具

　近世・近代初頭の日本のまちには公園という空間が存在せ
ず、地道だった路地や往来、寺社の境内などが遊び場だった
と考えられています。また、まちなかに公園がない分、まちの
すぐ外側（概ねJR環状線の外側）には都市住民の憩いの空間
でもあった田園景観が広がっていました。
　昭和に入った頃、近代的な街並み“大大阪”へのまちづくり
が進められ、欧米の都市に倣った大通の整備も行われました。
当時は自動車もまだ珍しかったため、松屋町筋などの大通を
遊び場にする子どももいました。また、きれいだった川や堀も
格好の遊び場でした。
　戦時下では、学徒動員や勤労奉仕などで、児童・生徒は遊
ぶ間も少なくなってしまいました。また、父親や兄が徴兵され
た家では、男の子も女の子も家事や家業の手伝いに、まだ幼
くても追われていたようです。

★ 昭 和 前 期 遊 び 場 マ ッ プ

談

　昔は道路や路地が一番の遊び場
だった。どこも舗装されていない地道
だったし、自動車やオートバイも数が
少なかったからあまり通らなかったので、
安全に遊べた。公園は少なかったけれ
ど、路地はそこらじゅうにあったので、
まちの中でも遊び場が少ないと思った
ことはなかった。路地で遊んだり、騒
いだりしているとよく怒られたが、それ
でも遊んでいた。今の子どもたちが路
地で遊んでいたら、もっと怒られるか
もしれないし、よう遊ばんかもしれない。

地道だった戦前の路地や道路
S.Sさん（70代、中央区上本町西3丁目） 談東横堀川でトンボ捕り

　東横堀川でもよく遊んだ。戦前は川の水
もあまり汚れていなかったうえに、堤防も
なく、川岸に降りる階段があったりして、川
が子どもの身近にあった。川筋には材木屋
がたくさんあったので、川面に丸太やいか
だがたくさん浮かんでいて、その上を飛び
回って遊んだ。丸太の上で甲羅干しをして
いる亀を捕まえたり、川面を飛ぶトンボを
捕ったりした。水が引くと川岸に浜が現れ
たが、そこでも水遊びをした。丸太の上や
川で遊んでいても怒られることはなかった。

岡田さん（70代、中央区谷町6丁目）

大阪城天守閣の再建
大阪城天守閣は、昭和
6年11月に竣工した。
全額を市民の寄付金
により建設されたも
ので、上町台地にそび
える偉容は大阪のシ
ンボルとなった。

昭和06年
（1931）

Topics

松屋町筋の拡幅
昭和13年、松屋町筋
の拡幅工事が完成。
それ以降、松屋町筋は、
菓子、玩具、人形、文具
を主とした卸売業が
集中する問屋街とし
て発展してきた。

昭和13年
（1938）

Topics

復興大博覧会
戦後の昭和23年、毎
日新聞社主催の「復興
大博覧会」が夕陽丘一
帯で開催された。博覧
会の施設は閉幕後に、
府の母子寮や市の文
化会館などに転用さ
れた。

昭和23年
（1948）

Topics

大阪大空襲
昭和20年の3月と6～
8月、大阪の中心部は
大規模な空襲を受け、
四天王寺や生國魂神
社をはじめとして上町
台地の各所も焼失し、
大きな被害を被った。

昭和20年
（1945）

Topics

上町台地の
時空につながる扉から

　上町台地とおもちゃの縁は、遠い昔までさかのぼれま
す。古くからたくさんの神社やお寺が建ち並ぶ上町台地
界隈では、信仰にまつわるユニークな郷土玩具がたくさ
ん生み出されていました。今ではすっかり忘れられてし
まっているようですが、上町台地は人々に親しまれる大
阪の郷土玩具の宝庫であり、故郷でもあったのです。
　また、路地や坂道、鎮守の森などの緑や崖地の多い
上町台地界隈は、子どもたちにとって格好の遊びの舞
台でもありました。身近な材料で、競い合って手づくり
の遊び道具をつくり、路地や坂道の魅力を存分に楽し
める遊び方を次々に発明したものです。
　子どもたちの創造力は、遊びを介したまちや人や自然
との深い交わりの中で、のびのびと豊かに育まれていた
のです。今、まちを舞台とした子どもたちの遊びや学び
の経験は乏しくなりがちです。けれど、上町台地界隈で
は、懐かしい遊びの文化を掘り起こし、未来につなごう
とする取り組みも息づいています。

子どもと遊び
いま・むかしをたずねる

2

1
Style きれいだった川や堀も遊び場所、

道具やおもちゃはほとんど手づくり

※それぞれの談話は2007年4月時点のものです。
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上町台地の路地裏にあった崖地

　昭和40年代の初め頃は、まだ谷町筋の
谷六交差点から谷七交差点の間は拡幅前
で、車１台が何とか通ることができるくらい
の道幅だった。細い谷町筋の両脇には路地
と長屋が続いていたが、谷町筋に面した新
谷町第二ビル（空堀ど～り商店街南側）の
東側に、つづら折りの坂が付いた崖があった。
草木の間に土も見え隠れしているような崖
で、家だらけのまちなかで、子ども心に何だ
か特別な空間のような気がしていた。坂を通
学路にしていたので、下校途中によく遊んだ。

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

宮崎さん（50代、中央区谷町7丁目）

谷町七丁目の裏路地の階段
崖地とつづら折りの坂道の
名残

高津公園・南大江公園・高津
宮・路地・夜店・真田山公園・
空清町公園・つづら折り階段

缶蹴り・石蹴り・野球・ドッジ
ボール・ゴムボール

いつも子どもが集っていた近所の駄菓子屋

　家の前に駄菓子屋があった。大抵のおも
ちゃや駄菓子はそこで売っているもので事
足りていた。夏はかき氷も作って売っていた
ので、遊びの合間にみんなで食べていた。
元旦も開いていたので、お年玉をもらうと
すぐに駄菓子屋に向かっていた。今思えば、
家の前が駄菓子屋というのは子どもにとっ
て夢のような環境だった。閉店したのは昭
和50年頃だったように思うが、もう大人に
なっていたので記憶も定かではない。いつ
の間にか近所の駄菓子屋もなくなっていた。

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

S.Yさん（50代、中央区上本町西3丁目）

旧空堀桃谷小学校脇の駄菓
子屋跡
小学校は公園になり、まちな
みも様変わりした

路地・坂道・空清町公園・真
田山公園のプール・駄菓子屋
「ドンタク」・野外映画会

ビー玉・メンコ・ヨーヨー・フ
ラフープ・坂滑り・草野球・凧
揚げ・紙芝居

　まだ、まちなかの人口が多かった頃、子どもの姿もあちこちで
見られたようです。身近な公園も増えてはきましたが、学校の増
設が急がれたようです。戦災の焼け跡、廃墟、空き地など、子ど
もたちは与えられた遊び場ではない場所を“発見”しては遊び場
にしていました。　
　戦災復興の後に訪れた大阪の転換点は1970年（昭和45）の
大阪万国博覧会に向けた都市再開発の波でした。1965年（昭
和40）以降増大する道路の拡幅や建物の高度化などに伴い、公
園や緑地は増えましたが、路地や空き地などそれまでの遊び場
は徐々に姿を消していきました。
　上町台地の坂を滑り降りるため、板きれにコロを付けたり、虫と
り網をつくったり、遊び道具を自分たちでつくる時代でもありました。
一方、ビー玉やメンコなど多様に使えるものから、ボードゲームや着
せ替え人形などにオモチャが変化していくのも万博の頃でした。

★ 昭 和 後 期 遊 び 場 マ ッ プ

談

談

談

まちなかの空き地や洞窟、廃墟

　昭和30年代まではまちのあちこちに空き
地や崖地の洞窟、廃墟があって、格好の遊び
場だった。戦災の跡や移転した工場跡地が
空き地になっていて、草野球をよくした。空き
地の広さに合わせて三角ベースにするなど
ルールを変えて遊んでいた。「練」の東側に
は高射砲陣地の廃墟もあって、探検ごっこや
かくれんぼなどをしていた。地下室や洞窟な
どは暗くてちょっと怖かったが、危ない場所と
いう気持ちはなく、遊び場のひとつだった。

N.Kさん（50代、中央区谷町6丁目）

松屋町交差点から東に見た
長堀通
通りの左手に中央シネマや
空き地があった

談

　空堀商店街北側に「からほりマーケット」と
いう路地が入り組んだ市場があって、そこが
自分たちの縄張りだった。路地ではビー玉や
ベッタンをしたり、塀や軒に上がったり、うど
ん屋の裏に干してある簾（すだれ）を失敬して、
弓矢を作ったりしていた。昭和30年代の路
地には大抵5～6人は子どもがいて、そのま
ま縄張りになっていた。ビー玉遊びなどでは
「外戦（がいせん）」と称して、隣の路地に遠征す
ることもあった。正月には駄菓子屋で買った
火薬玉を弾かせる音があちこちから聞こえた。

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

子どもたちの縄張りがあった路地

現在のからほりマーケット跡
はいからほり商店街の脇に
路地状の市場があった

旧からほりマーケット界隈の
路地・高津宮とその周辺・中
央シネマ・中寺町の寺の境内

缶蹴り・ビー玉・弓矢づくり・パン
パン（火薬玉遊び）・屋台の飴屋

青山さん（50代、中央区谷町7丁目）

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

空堀のはいからほり商店街
昭和40年頃までは４と９の日に
夜店が連なっていた

路地・商店街の夜店・
地蔵盆・盆踊り

石蹴り・かくれんぼ・ドッジボール・紙芝居・
ちんどん屋（ついて回る子どもも多かった）

　地蔵盆や盆踊りとともに、確か4と９の
付く日に商店街で定期的に開かれていた
夜店も子どもたちの夜の楽しみだったよ
うに思う。夜なので親と一緒に行かない
といけないため、夜店の日には子どもた
ちによく連れて行くようせがまれた。商店
街の端から端まで夜店が続いて、子ども
たちをはじめ客も多く、夜遅くまでにぎわ
っていた。子どもたちが大きくなって、連
れて行かなくなってからしばらくして、気
が付いたら夜店が開かれなくなっていた。

子ども連れで行った商店街の夜店
N.Sさん（70代、中央区谷町６丁目）

談

談団地などの緑地や小公園

　府営住宅や市営住宅、合同宿舎など、まち
なかにも4階建てくらいの建物が並んだ小さ
な団地があちこちにあったが、どこにも必ず
小さな緑地やブランコなどが置いてある小公
園が設けてあり、ゆったりとした空間が保たれ
ていた。そして、そこには必ず桜の木が植え
てあって、春はどこでもお花見ができたし、季
節を感じることができた。路地や空き地など
公園以外の小さな遊び場がたくさんあったが、
団地の小緑地や小公園はいつの間にか駐車
場に変わったり、団地自体がなくなってきた。

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

N.Yさん（50代、天王寺区真法院町）

かつては植栽や遊具に囲ま
れていた市営小宮住宅

五条公園・細工谷や堂ヶ芝の
路地・団地の小緑地・猫間川
の夜店

路地での駆けっこ・ゴム跳び・
フラフープ

上町台地 筆ヶ崎の坂道

　上町台地には坂が多いが、赤十字病院
の南側にある筆ヶ崎の坂道も遊び場だった。
坂道では三輪車で駆け下りたり、板きれに
コロ（キャスター）を付けて、それに乗って
滑り降りる遊びをしていた。板きれはまち
のあちこちに落ちていたものを使い、コロ
は友だちにもらったりしていたように思う。
コロの数や板きれの大きさはさまざまで、
それぞれに工夫を凝らして作っていた。坂
道で遊んでいても、昭和30年代はまだ自
動車も少なかったので、安全に遊べた。

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方

H.Tさん（50代、天王寺区東上町）

曲線を描く筆ヶ崎の坂道
台地らしい坂道の遊び場も
再開発で拡幅された

細工谷の路地・桃山病院裏の
崖地・堂ヶ芝の空き地・環境科
学研究所の庭・夜店

ビー玉・虫とり・かくれんぼ・
坂の滑り降り・草野球・紙芝居

談

思い出の

遊び場
思い出の

遊び方
練（病院時代のロビーや地下室）・南大江公園・
大阪城公園の堀・中央シネマ（現久宝堂付近）

草野球・釣り・
紙芝居

テレビの普及
昭和29年、NHK大阪
放送局がテレビ放送
を開始。当時一般の家
庭にはテレビはほと
んどなかったが、昭和
34年の皇太子ご成婚
に際し、その売れ行き
が急増した。

昭和29年
（1954）

Topics

通天閣の再建開業
初代の通天閣は昭和
18年に鉄材として解
体供出され、その後
13年間失われたまま
になっていた。昭和
31年10月、2代目の
通天閣が建設され再
びその姿を現した。

昭和31年
（1956）

フラフープ大流行
昭和33年にフラフー
プが登場。直径約88
cmのプラスティック製
の輪を腰で回転させる
遊びにみんなが熱中し
た。10月から始まった
その流行も年内にあっ
けなく終焉した。

昭和33年
（1958）

市電の廃止とトロリーバス
高度経済成長ととも
に車の通行量が増え、
市電は次第に廃止さ
れた。昭和36年に、阿
倍野̶玉造̶上二間
も廃止。この頃、市電
に代わってトロリー
バスが運行された。

昭和36年
（1961）

Topics

Topics Topics

駄菓子屋さん
かつて地域に一軒はあった駄菓子屋さん。子どもたちは学校から
帰ると、小銭を握りしめて一目散に走っていきました。安いお菓子
やおもちゃを選ぶのに時間をかけ、駄菓子屋さんの周りにみんな
で集まったりもしました。親はあまり良くは言わないけれど、とに
かく自分で選べる楽しさがあり、少ないお金で何が買えるのかを
考えることで、お金の計算も覚えました。当てものやクジもあり、
ちょっとしたスリルもありました。そんな駄菓子屋さんも、やがて
高度成長の波の中で、いつの間にかその姿を消していきました。

路地裏に坂道、商店街…、
子どもにとって、まちは遊び場

※それぞれの談話は2007年4月時点のものです。
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※それぞれの談話および取材内容等は2007年4月時点のものです。

　お天気の良い金曜日の夕方、上汐や空堀界隈に昔懐かしい拍子木の音がこだましま
す。それについていけば上汐町公園と谷町六丁目（桃園）公園で紙芝居が今も楽しめる
のです。全国でもただ一人となったプロの街頭紙芝居師・杉浦貞（ただし）さん。お母さん
たちに依頼され、四半世紀に渡ってホームグラウンドの北区から上町台地に毎週やってき
ます。子どもたちとも顔なじみ、真剣に叱る場面もあり、次週が待ち遠しくなる語りに、
お母さんたちも思わず一緒に見入ってしまう光景は、地域のつながりが子どもを育てると
いうことを目に見える形で教えてくれるようです。
　　　　　　　　　　　　　　※天気の良い毎週金曜日に、午後4時～4時半頃は上汐町公園、　
　　　　　　　　　　　　　　　5時半～6時頃は谷町六丁目公園で紙芝居実演中。

上町台地で
今も楽しめる
紙芝居

テレビゲーム発売
昭和58年に、任天堂
から「ファミリー・コ
ンピュータ（ファミ
コン）」が発売された。
それ以降、テレビゲー
ムは子どもの日常の
中に急速に浸透して
いった。

昭和58年
（1983）

Topics

街頭紙芝居師・杉浦貞さんの
紙芝居上演

　少子化の進行やまちなかの人口減少などによって、上町台地の子ども

の数もかなり少なくなり、小学校の統廃合も進みました。最近は都心回
帰の動きもあって、上町台地の人口は増加傾向にありますが、ベビーブ

ームの頃のような爆発的な子どもの増加にはつながっていません。
　いわゆるテレビゲームやファミコンなど1980年代から広がりはじめた

映像ゲーム、デジタルゲームも遊び方に大きな影響を与えているようで

す。また、塾や習い事など学校と家、遊び場以外の時間が増えたことも

外での遊びに変化を与える一因と見られます。
　しかし、上町台地はまちなかにありながら、身近な公園から真田山や

難波宮跡など大きな公園まで大小揃っていますし、お寺や神社の木々
など身近な自然も多く、セミとりや草花摘み、草野球など、都会では楽
しめないと思われがちな遊びに興じられる環境が充実しています。

★ 平 成 以 降 遊 び 場 マ ッ プ

談

思い出の

遊び方

遊具も揃う空清町公園
昔も今も、天気の良い放課後
や土日曜は子どもが集う

空清町公園・真田山小学校
の校庭

ジャングルジム・うんてい・ドッジ
ボール・なわ跳び・鬼ごっこ

　空清町公園にはジャングルジムやタイ
ヤぶらんこ、鉄棒などの遊具がいっぱい
ある。うんていの練習をしすぎて手にま
めができたり、シワシワになったりした。
真田山小学校の校庭は広いので、ドッジ
ボールやなわ跳びができるところと、鉄
棒や登り棒、うんていやジャングルジム
などの遊具があるところがある。1年生
の時に友だちとジャングルジム鬼ごっこ
という遊びをしていて、ジャングルジムか
ら落ちそうになったことを覚えている。

思い出の

遊び場

公園や小学校の校庭
Y.Tさん（10代、天王寺区空清町）

たまごっち流行
平成8年、画面内の電
子ペットを育てる小さ
なゲーム機「たまごっ
ち」が社会現象になる
ほどに大流行。これ
以降、さまざまなキー
チェーンゲームのブー
ムが起こった。

平成08年
（1996）

Topics

子ども向け携帯電話の普及
平成18年、携帯電話
各社が防犯機能など
を備えた子ども用の
機種を続々と発売。自
分専用の携帯電話保
有率は、小学校低学年
で約10％、中学生では
約50％になっている。

平成18年
（2006）

Topics

天王寺スポーツセンター
真田山プール
平成10年5月、真田山
公園に、スポーツセン
ター、屋内温水プール、
トレーニング場、屋外
プール（冬期はアイス
スケートリンク）がオー
プン。

平成10年
（1998）

Topics

小学校の統廃合
平成3年3月31日、都
心部の人口減少の影
響を受けて、桃園（とうえ
ん）、桃谷（ももだに）、金甌（き
んおう）、東平（とうへい）の4
小学校が閉校となり、
大阪市立中央小学校
として統合された。

平成03年
（1991）

Topics

　上町台地の各地では今でもたくさんのお
地蔵さんが大切に信仰され、あちこちで賑
やかに地蔵盆が行われています。ですから、
昔から住んでいる人たちに、子どもの頃の
楽しい思い出はと尋ねると、地蔵盆が真っ

先にあげられることが多いようで
す。この日は、近所のみんなが集
まっていっしょに遊ぶ特別の日。当
てものやゲームをしながら、おさが
りのお菓子も袋一杯もらえます。
最近ではいったん衰退しかかった
地蔵盆を再興しようという動きも広
がってきており、子どもからお年寄
りまで、世代を越えて参加してい
て、地域あげての盆踊りも併せて
行うような地蔵盆も見られます。

地蔵盆の
にぎわい再び

将軍地蔵尊の地蔵盆
（2005年、越中屋
「夕陽丘ストリート」提供）

 夏の終わりに振り返る　　　
　  子ども、うえまち、
　　　　　　　いま・むかし

2007.8.25

ビニールプールの中にラムネやジュース

宮本順三記念館豆玩舎ZUNZOの
樋口須賀子さんが講演

開催日： 2007年 8月 25日 ／ 会　場： NEXT21 ホール
主　催： 大阪ガス㈱エネルギー・文化研究所（CEL）

杉浦さんの紙芝居を楽しんだあとは、
懐かしい駄菓子の時間。そして、宮本順
三さんがグリコのおまけにこめた夢につ
いて、樋口さんにお話を伺いました。

event &
workshop
event &

workshop

自然に恵まれた上町台地界隈、
でも、外遊びはやや不活発に

※肩書、所属等はイベント開催当時のものです。
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　北大江界隈は戦前から商いのまちでしたが、戦後まもなくか
ら事業所などが増えていくいわゆる都市化がいち早くはじまっ
たまちでもありました。そのため、ここで暮らしながら商売を
している人たちは早くから減少傾向にあったように思いますが、
通っていた小学校には京阪沿線などからの越境通学もあって、
児童数はたくさんでした。しかし、越境通学の同級生は授業が終
わるとすぐ家路につきましたし、習い事に通う友達も多かったの
で、家の近くで大勢の友達が一緒に遊ぶようなことはあまりあ
りませんでした。中学校は真田山にある明星中学へ進学しました
が、そこでは私のようにまちなかの商家から通う同級生がほと
んどでした。互いに家で商売しているので、親からあれこれ構っ
てもらった記憶はありませんが、その働く姿や大人同士のやりと
りなどを自然と目にしていたからでしょうか、まちの様子やしき
たり、付き合いなどが知らず知らずのうちに身に付いていったよ
うに思います。地元のまちづくりに長年関わるキッカケは案外、
中学から高校での経験がもとになっているのかもしれません。

〔旧東区( 現中央区)船越町あたりでの
昭和 35（1960）年頃の想い出〕

吉
見
孝
信
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ん

（
株
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町
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　団塊の世代ですので、通っていた小学校も中学
校も児童・生徒数がとても多く、授業の合間の
休み時間など校庭ではとても遊べる余地があり
ませんでした。でも、当時は先生に日直や宿直が
あって、日曜日にこっそり校庭を開放してくれて、
そのときは広い校庭で思いっきりドッジボールや
鬼ごっこなどを楽しめました。夏にはプールも開
放してもらえました。中学校は家のすぐ近くだっ
たのですが、宿直の先生が朝ご飯を食べに我が
家へ来ることもありました。家は当時も問屋でし
たので、住み込みの社員さんもいて、朝から親兄
弟だけでなく大勢で食事をしていました。夏休み
には水都祭の花火が中之島の剣先と桜宮で上
がったのですが、中学校の先生が近所の生徒や
親を屋上に招いてくれて、両方で上がる花火を一
度に楽しむこともできました。今思えば、先生も
親たちも子どもたちを楽しませることが普通にで
きた、のんびりした時代だったのかもしれません。
今よりも子どもが多い時代でしたが、先生がまさ
に近所付き合いの感じでまちにいたおかげで、
先生とのふれあいの思い出はたくさん持っている
ように思います。

『“近所付き合い”
  　　　　　だった
　　小中学校と先生』

〔旧東区島町あたりでの
 昭和 35（1960）年頃
 の想い出〕

岸
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　 一番下のグラフは上町台地とその界隈にあたる中央・東
成・生野・天王寺 4 区の国勢調査における人口推移です。
1960年にピークを迎え、その後は郊外への人口流出もあっ
て、2000年にはピーク時の 6 割以下まで減少。しかし近
年は都心回帰の動きが強まり、人口は漸増に転じています。
14歳以下の割合は1975年に若干増えた以外は一貫して
漸減、急ピッチにまちなかの子どもが減ってきたことがうか
がえます。一方、1990年以降は65歳以上人口が14歳以下
人口を上回るなど、高齢化の進展が顕著。世帯あたり人員も、
1955年には１世帯に4.63人で、2005年には2.06人。一
人っ子の増加や三世代家族の減少、高齢化による単身世帯
や夫婦のみ世帯の急増などもその背景にあります。

（データ資料出典：国勢調査、大阪市統計書）データで見る “ 上町台地の子 ”の戦後

郵  便
POST
〒

　大阪歴史博物館の一角で、子どもたちに歴史に親しんでもらう
「わくわく子ども教室」を開催しています。「考古学者になってみよ
う！」というノリで、昔の瓦の拓本をとってみるなど、考古学の研
究をできるだけ気軽に楽しめるプログラムを用意しています。以
前は予約制でしたが、2006年春から現在のように開催時間内なら
ちょっとだけでも楽しめるかたちに変えてみました。
　子どもの頃のいろんな体験は大切です。私自身も子どものとき
の体験が考古学への第一歩でしたので、それだけに子どもたちに
も遊びの感覚で学んでほしいと願っています。「わくわく」のプログ
ラムは単なる“子どもだまし”ではありません。考古学の専門性を保
ちながらも、誰にでも楽しんでもらえるように工夫しています。「分
かった！ 知った！ やったぁ！」という感じでしょうか。なので、子ど
も以上に夢中になっている大人もいますし、外国人旅行者が楽し
んでいくこともあります。ボランティアのおっちゃん・おばちゃんや
他の大人の参加者との出会いも、子どもにとって良い機会だと思い
ます。歴史を遊びにいらっしゃいませんか。

■お問い合わせ先
大阪歴史博物館
TEL：06 – 6946 –5728「むかしの瓦の拓本体験」に子どもたちが挑戦

　戦争が終わって10年経つか経たないかくら
いの玉造界隈は、焼け跡の廃墟や空き地がまだ
あちこちに残っていました。結構大きな木々も
多かったことを覚えています。草野球に缶蹴り、
砲兵工廠跡など廃墟をめぐる探検ごっこと、毎
日元気に遊び回っていました。進駐していた米軍
機が低空飛行しながらお菓子をパラシュートで
落としてくれたこともありました。そんな子ども
時代に、玉造小学校のそばにあった交番は気軽
に立ち寄れるオアシスみたいなところでした。お
巡りさんはみんな、厳しくも優しく子どもたちに
接してくれて、冬は交番のなかで焼いていた焼き
芋、夏は氷の冷蔵庫で冷やした水やかち割りを
もらったりもしました。夏休みの合間も喉が渇け
ば交番へ駆け込んでいました。近所の大人たち
も交番前の花壇づくりや清掃と、何かと交番に
立ち寄っていました。巡回中には声も掛けてくれ
る顔見知りのお巡りさんは、今振りかえると、ま
ちなかで子どもたちが安心して遊べる一因だっ
たように思います。
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ほ う へ い こうしょう

『子ども・地域と
　　つながっていた
　 交番のお巡りさん』

〔旧東区半入町（現中央区玉造2丁目）あたりでの
                   　  昭和 30（1955）年頃の想い出〕

寺 井  誠 さん
大阪歴史博物館学芸員

悠久の上町台地で考古学者になってみよう

　　　 [ 歴博・わくわく子ども教室 ]
談

「れきはく」の愛称で知られる大阪
歴史博物館。「わくわく子ども教室」
は１階のエントランスと8階のなに
わ考古研究所を主な会場として開
催されます。第1土曜は「むかしの
瓦の拓本体験」が8階で、第1・第
3土曜は「手作りおもちゃで遊ぼう」
が1階でそれぞれ開催。また、参
加者限定の特別プログラムの開催
もあります。参加申込や参加費は
原則として不要です。

　伝統文化の能を子どもたちに伝える取り組みを長年続けていま
すが、2007年からアート･ディレクターの中西美穂さんに関わっても
らいながら、実験的な試みを楽しく採り入れはじめました。2008
年からは「能と遊ぼう！」と題したプログラムを続けていますが、そ
こでは能の謡や舞を覚えるだけではなく、能で使う小道具などを
作り、それを使いながら能を学ぶという試みを行っています。子ど
もたちは図画工作が大好きですし、作ったものが舞台で使われる
となると俄然張り切ります。能という無形文化に有形の手法を採り
入れることで、お稽古事ではなく、まさに遊びながら能に親しんで
くれています。ただ、互いに競い合うよう子どもたちに仕掛けても
います。真似をしたり、より良い方法を考えたりすることが創造力
を育むと思いますし、その創造力が能をはじめとする芸術文化だ
けでなく、大人になってからのいろいろな場面で役に立つと思いま
す。大人になっても能に親しみ、さらには能を志してもらえたらう
れしいですが、能楽堂で能と遊んだことが子どもたちの将来に何
かしら役立ってもらえたら何よりです。

能面を実際につけて舞台を歩くのも子どもたちにとっては貴重な体験

能から楽しく学び伝える有形・無形の文化力

　　　　　　　　　[ 能 と 遊 ぼ う ! ]
談

うたい

中央大通

本町通

●

●

難波宮跡公園

NHK

大阪府庁

谷
町
筋

大
阪
城
公
園

谷町四丁目

大阪歴史博物館
●

山本章弘さん（右）と
中西美穂さん（左）

■お問い合わせ先
山本能楽堂「能と遊ぼう！」係
TEL：06 – 6943 –9454

山 本 章 弘 さん
山本能楽堂、観世流能楽師

谷町四丁目駅から北西にすぐ。徳
井町にある山本能楽堂は国登録文
化財でもあります。由緒ある能楽
堂での「能と遊ぼう！」は小学生を
対象に、2～ 3 ヶ月で10回のプロ
グラムが組まれています。鼓や笛
の体験もあり、能の魅力に楽しく
接することができ、遠くから通って
くるお子さんもいます。次回の募
集などは山本能楽堂のホームペー
ジでもチェックできます。

中央大通

本町通 ●●

●

大阪歴史博物館
NHK

中大江公園

谷
町
筋

松
屋
町
筋

谷町四丁目

山本
能楽堂
●

マイドーム
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『いち早く進んだ
               都市化のなかで
   子どもをまちへ誘った商家』

子どもの頃の
夢中でわくわく
する体験は
とても大切。
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（中央区・東成区・生野区・天王寺区）
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6 5 歳以上

上町台地の
時空につながる扉から

　かつて上町台地にも、大人と子どもの豊かな出

会いの風景がありました。現在では、そんな風景

の多くはすっかり姿を消してしまったかのようです。

けれど、実はいまも、昔子どもの大人たちから将

来大人の子どもたちへ、上町台地のこころを伝え

る取り組みがまちのあちこちに息づいているのに気

づかされます。

　大人たちから子どもたちへ、地域の文化や地域

とつながる暮らし方を伝えていく、上町台地なら

ではの多彩な取り組みの数々や思い出語りを通し

て、子どもたちを育むまちの力を見つめました。

大人から子どもへ
伝えるこころ

3

1
Style

※それぞれの談話等は2010年1月時点のもの。肩書、所属等は当時のものです。

小道具の
工作もあり、
遊びながら能に
親しむ機会
です。
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　一心寺をはじめ下寺町のお寺を舞台に開催する「なにわ人形芝
居フェスティバル」は今春で14回目となります。阪神・淡路大震災
とオウム真理教事件が相次いだ1995年。お寺がもう一度地域とつ
ながっていかないといけないと考え、あれこれと思案していました。
特におかあさんや子どもたちとつながることを考えていたときに出
会ったのが人形劇でした。調べてみたら人形劇の劇団がプロ・ア
マたくさんあることも分かり、「お寺の本堂や境内で演じてもらっ
たら……」とさっそく準備に掛かり1996年に１回目を開催しました。
　普段はご高齢の檀家さんしか訪れない下寺町界隈に子どもたち
や若いおかあさん方がたくさん行き来し、お寺の関係者はみんな
ビックリ。お寺が初めての子どもにとっても、門塀のなかの広い境
内や大きなお堂、たくさんのお墓などは新鮮なようでした。夏休み
には一心寺で地蔵盆フェスティバルも開催していますが、こうした
楽しい機会を通じながら、子ども心に寺町の街並みや境内の風景、
お坊さんの姿などを自然と刻んでもらえれば何よりです。

一心寺

勝山通

●

谷
町
筋

松
屋
町
筋

下

　寺

　町

四
天
王
寺
前
夕
陽
丘

天
王
寺

四天王寺

天王寺公園

卍

■お問い合わせ先
なにわ人形芝居フェスティバル実行委員会
TEL：06 – 6774 –2877人形芝居フェスティバルで演じられた南京玉すだれ（安居神社）

　松屋町筋のあたりの大概の家は何かしら商売
をしていました。そのためか、子どもたちは結構
ほったらかしだった印象があります（笑）。菓子問
屋の店先にある試食用のお菓子を食べ歩いたり、
みんなで１銭ずつ持ち寄って、カステラ工場で
売っている10銭分の徳用ラスクを買って食べた
りと、場所柄おやつには事欠きませんでした。そ
うしたことを教えてくれたり、連れ歩いてくれる
のは年長の子どもの役目。自分や友だちの兄弟
などいつも大勢で遊んでいたので、自然と年の差
のある集団になっていました。やがて戦争がはじ
まるのですが、そうなると勤労奉仕や学徒動員で
遊ぶ時間もなくなりました。昭和20（1945）年３
月14日の大阪大空襲後には焼け残った我が家へ
親類縁者が三々五々集まり、多いときには30人
くらいで暮らしていました。子どもたちも一部屋
で雑魚寝でしたが、中寺町の菩提寺から避難して
きた20歳にもならない女中さんが毎晩、電灯も
ないなか、いろんな歌を歌ってくれました。戦時
中には聞けないちょっと大人の流行歌もあったの
ですが、そのときの曲はいまだに覚えています。
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『年長の子どもが
          親代わりだった
  戦前・戦中の松屋町』

〔旧南区西賑町（現中央区谷町６丁目）あたりでの
　　　  昭和16 ～ 20（1941～45）年頃の想い出〕

　高度経済成長期だった昭和30年代。うちの近
所に石材屋さんの立派な家と石材置き場があり
ました。三世代でお住まいで、４人姉弟の次女と
私が同級生だったこともあって、よく遊びに行き
ました。家へ抜ける路地と石材置き場が格好の
遊び場で、日が暮れるまで遊んでいました。夕暮
れになると「ごはんでも食べていき」と家族一緒
の食卓に誘ってもらいましたし、ときにはお風呂
にも入らせてもらいました。子どもたち同士で入
るお風呂もとても楽しかったです。孫には厳しい
職人気質のおじいさんとおばあさんは、私には
何かとやさしかったことを覚えています。おかあ
さんも家事を切り盛りしつつも、私の分まで食
膳を用意してくれたり、印刷業だったおとうさん
は、余った商品のレッテルを時折手土産にくれま
したが、それが子どもたちの宝物でもありまし
た。夏は泊まりがけで遊んでいました。石畳の路
地で花火をしましたが、長屋の人たちも床几を出
して夕涼みをしながら、一緒に楽しんでいました。
10数年前に郊外へ引っ越され、跡地はマンショ
ンになりましたが、子どもの頃の街並みや人のつ
ながりは今も心に残っています。

三
島
啓
子
さ
ん

楓
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ー
ナ
ー

て  み や げ

  しょうぎ

か た ぎ

『三世代で遊んでくれた
  近所の
　　  石材屋さん一家』

〔旧南区北桃谷町（現中央区上本町西１丁目）
　 あたりでの昭和35（1960）年頃の想い出〕

上
坂
正
治
さ
ん

大
阪
市
天
王
寺
区

社
会
福
祉
協
議
会
会
長

『「まちの子」想いの
  大人がいっぱいいた
      戦前の仲良い下町』　
　清水谷高校のグラウンドは昔、清水谷公園と
いう遊び場で図書館もありましたが、もっぱら
木登りや隠れん坊をしたりと、広い公園で年長
も年少も隔たりなく毎日夕暮れまで遊んでいま
した。戦前・戦中には少年団という組織もあっ
て、進軍ラッパを吹いて行進の練習をしたり、町
内から出征する人の見送りを大人と一緒にしたり
していました。いろんなものが配給制になり、暮
らしも大変だったと思いますが、よその家でごは
んを食べさせてもらうことはありましたし、うち
の家でも友達とよくごはんを食べていました。町
内で商売されている家も多かったのですが、昼間
もたくさん大人がいましたし、みんな顔見知りで
したので、子どもたちもゴンタをしていてもすぐ
にばれてしまいます。大人たちからすれば、自分
の子どもでなくても「まちの子」という感じで、我
が子同然にみんな接していたのではないでしょ
うか。戦後は疎開先などからまちに戻ってくる方
も少なく、戦前と戦後でまちのつながりがガラッ
と変わってしまった気がします。互いにいろいろ
あっても、子どもも含めてまちが一つになれてい
た時代に育って良かったと思います。

しゅっせい

〔天王寺区旧清水谷西ノ町あたりでの
　　  昭和15（1940）年頃の想い出〕

高口恭行 さん
一心寺長老

人形劇を通じて寺町と出会う子どもたち

        [なにわ人形芝居フェスティバル]
談

「なにわ人形芝居フェスティバル」は
毎年4月の第一日曜日に開催され
ています。最近では隔年で一心寺を
中心にした下寺町での開催と上町
台地に広く会場を展開する開催を
交互に実施し、2010年は拡大版で
の開催の予定です。「地蔵盆フェス
ティバル」は毎年8月24日の夕方
に開かれる一心寺の仏事で、たくさ
んの夜店でにぎわいます。

　昭和30年代の下寺町交差点には、いろいろな
お店が軒を並べていて、人が行き交う賑わいの
交差点でもありました。うどん屋さん、薬屋さん、
酒屋さん、アイスクリーム屋さん……と、「さん」
付けするにふさわしい、店の主たちの顔を今も
思い浮かべることができます。当時の日本人には、
買い物とか外食すること自体が「幸福の証し」で
あり、子どもであった私は家族と店を訪れるとい
うだけでワクワクしていたものでした。
　交差点の角には、靴磨きと修理をやってくれる
おじさんが一人、まるでまちの門衛のように、決
まった時間、決まった場所に座っていました。小
学校の下校の路でもあったので、私はしばしばお
じさんの場所に立ち寄って、何事か言葉を交わし
ていた記憶があります。彼のゴツゴツした指とや
さしげな笑顔は今でも容易に思い出すことがで
きます。
　まちにはいつも、働く大人の姿がありました。
大人はどの子どもたちも分け隔てなく慈しみ、
惜しみない愛を与えてくれていました。その慈愛
にまもられて、子どもたちは生きることの希望を
育んだと思います。

の き

み ち
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『靴磨きのおじさんの
　慈愛に満ちた笑顔』

〔天王寺区下寺町あたりでの
  昭和35（1960）年頃の想い出〕
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　五条小学校の校門前にたたずむ将軍地蔵尊は、天保14（1843）
年に火事･雷除けや子どもの守護を願って建立された由緒あるお地
蔵さんです。戦後の1953年に現在地へ移転されましたが、そのお
地蔵さんを囲んでの地蔵盆は昔も今もとてもにぎやかです。毎夏８
月23・24日に小学校の校庭には盆踊りのやぐらが組まれ、住民の
手によるたこ焼きやかき氷などの屋台もたくさん並びます。2003年
にはお地蔵さんの修復と覆い屋の新築を行いましたが、その際も
地蔵尊と地蔵盆に親しんでこられた住民の寄付がたくさん集まり
ました。地蔵盆の手伝いもお地蔵さんの世話も「私も子どもの頃に
地蔵盆で楽しませてもらったから、今の子どもたちにも楽しんでほ
しい」という想いで、みなさん関わってくれています。新しいマンショ
ンも増えて、子どもたちも多くなっていますが、地域の未来の担い
手でもある子どもたちに「子供盆踊り」で楽しい思い出を持っても
らい、健やかに成長した暁には、次の子どもたちを温かく育んでい
く地域の大人になってもらえればうれしいです。

校庭に組まれたやぐらを囲んで盆踊りの輪が広がります

子どもの健やかな成長を願う地域の心の継承

             [ 将 軍 地 蔵 尊 子 供 盆 踊り ]
談

こんりゅう 神田晃治 さん
将軍地蔵尊保存会総代､
㈱カンダオプティカル
代表取締役会長

「将軍地蔵尊子供盆踊り」は将軍地
蔵尊前（五条小学校西門前）と校庭
で8月23・24日午後6時30分よ
り開催されています。地元10町会
のご協力と100名余りの住民が企
画や準備、PRや当日の運営、後片
付けを担っています。お菓子（両日
とも午後9時頃）はもちろん、子ど
もの成長を願ってつくったお守りも
いただけます（無料）。

勝山通

天王寺区役所

四天王寺
卍

●

●

谷
町
筋

上
町
筋

四
天
王
寺
前
夕
陽
丘

五条小学校
将軍地蔵尊 文

夕陽丘ストリート

■お問い合わせ先
将軍地蔵尊保存会・神田さん
TEL：06 – 6772–2775
（㈱カンダオプティカル内）

　旧東区内の生國魂神社氏子衆が担う枕太鼓は、神社の夏祭り
で神輿や獅子舞などとともに知られています。勇壮な枕太鼓は大
人が担いますが、子どもたちは「子供太鼓」を通じて太鼓と祭りに
親しみながら、祭事や礼節を学んでいきます。祭り前の10日間ほど、
中大江公園と農人橋近くの御旅所を稽古場に、中大江・南大江両
小学校に通う子どもたち有志が練習に励みます。最初は少し教え
ますが、基本は「見て覚える」。直前の日曜日には太鼓中の面々が
稽古場へ出向いて、子どもたちに稽古の様子を見せます。私たち
もかっこええ先輩の姿を手本に、見よう見まねから入りました。祭
りはやんちゃな大人たちが楽しくもピシッとやっている。その姿へ
の憧れも伝統継承の一つのカギではないでしょうか。祭りになれ
ば大人も子どもも対等です。どちらもたくさんいると楽しくなる。
最近はやんちゃ予備軍が減ったように思いますが、それでも先輩の
姿をじっと見ている子どももいます。自然と伝わるものほど強いも
のではないでしょうか。

■お問い合わせ先
生國魂神社
TEL：06 – 6771–0002まちなかを練りまわる、いくたま夏祭の東地区子供太鼓中

田中俊彦 さん
枕太鼓 太鼓長

東地区子供太鼓中は生國魂神社の
旧東区内の氏地にあたる中大江・
南大江両小学校区の子どもたち有
志が参加しています。太鼓の蔵出し
や諸会合ののち、いくたま夏祭（7
月11日・12日）の10日以上前か
ら連日行われる稽古は、中大江校
区は中大江公園、南大江校区は御
旅所（行宮）をそれぞれ稽古場にし
ています。太鼓中の方々のほか、
PTAや子供会の役員、青少年指導
員など多彩な大人が世話役として
子どもたちをサポートしています。

                         い く た ま          う じ こ

     み こ し                                                                               まくら だ い こ

                                                                       お た び し ょ

                                                                                                                              た い こ な か

た  い  こ  な  か
子どもへ伝える町衆の伝統と心意気

　　　　　    [ 東地区子供太鼓中 ]
談
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生國魂神社

千日前通
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　小学生の子どもたち30名が、境内で１泊２日をともに過ごす宿
泊体験を、2004年の夏から行っています。まちのなかの神社の存
在を知ってもらうことはもとよりですが、年齢差のある子どもたち
同士で２日間をともにしたり、銭湯体験など普段は縁遠くなったま
ちの暮らしを経験したり、ボランティア・スタッフや訪問先で出会
う多様な大人とのふれあいなど、私たち大人が子どもの頃にはそ
れが普通でありながら、現代ではむずかしくなった経験・体験を
積んでもらうことも目的としています。おとなしくなった現代っ子で
すが、30名と過ごす２日間は大人にとっても良い経験になります。
とは言え、子どもたちのパワーに押されっぱなしですが（笑）。親御
さんたちの積極さや寛容さにも支えられてのこの事業ですが、神
職に就く前から夢に描いていた社会福祉を、子どもたちとの時間
を通して少し叶えてもらってもいるようです。子どもたちにも高津
宮での夏休みの２日間を、いつかいろんなかたちで思い出し、何か
しら“気づき”を得てもらえればうれしいです。

夏休み宿泊体験２日目は朝の体操からはじまります

いつか思い出す“気づき”のための１泊２日

            [ 高 津 宮 夏休 み 宿 泊 体 験 ]
談

「高津宮宿泊体験」は夏休み中の2
日間に実施されます。参加対象は
集合・解散時に保護者の送迎が可
能な小学生。定員は30名で、応募
多数の場合は抽選となります。1日
目のお昼過ぎから2日目の夕方ま
で、小1から小6までの年の差のあ
る子どもたち同士が、ボランティ
ア・スタッフの大人たちと過ごしま
す。毎年変わる多彩なメニューも
魅力です。

■お問い合わせ先
高津宮社務所
TEL：06 – 6762–1122

小谷真功 さん
高津宮宮司

高津宮
千日前通
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※それぞれの談話等は2010年1月時点のもの。肩書、所属等は当時のものです。
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　戦前から家の前はとてもにぎやかな商店街で
した。うちも飲食店を経営していたので、近所で
はいわゆる「ぼん」としてみんなに覚えられてい
ました。向かいは日本刀などの研ぎ屋さんで、出
征する軍人さんたちの軍刀をよく研いでいまし
たが、それを眺めて過ごすこともありました。研
ぎ師のおっちゃんはのぞき込んでいても、黙々と
作業をされていたのを覚えています。尋常小学
校３年生のときに日本は太平洋戦争へ入りまし
たが、子どもたちは銭湯めぐりに勤しんでいま
した。開店直後の空いている銭湯は、私たちに
は温水プールのようなもので、子ども同士で散々
はしゃぎまわっていました。銭湯ごとに番台さん
によっては優しい人と恐い人がいて、子ども同士
で情報交換しながら、はしゃげる銭湯を巡って
いましたが、きっと番台さんたちから見れば「い
つもの連中や」とお見通しだったのでしょう。そ
の後は疎開、終戦、そして闇市などの混乱期を
過ごしましたが、次第に大人たちも子どもに構
う余裕がなくなってきたように思います。まちの
いろんな大人に見守られながらやんちゃに遊べ
たあの頃を、今も楽しく思い出します。
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『子どもたちと丁々 発止の
やりとりをしてくれた
近所の働く大人たち』

〔東成区旧猪飼野大通1丁目(現玉津3丁目)
 あたりでの昭和15（1940）年頃の想い出〕
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『田舎のように
 子どもも大人もみんな
        顔見知りだった』
　まだまちなかに名残がありますが、空襲で焼け
残ったところも多かった旧東平小学校の校区内
は、戦後もずっとお寺に町家、そして路地と長屋
のまちでした。子どもも大人も互いの顔を知って
いるまちでしたので、誰彼なくよく声を掛けられ
ましたし、路地の盆栽を倒したりしたら、「ごめ
んなさい」と子どものほうから先に謝っていまし
た。小学校を中心にしたつながりも強かったので
すが、だれがやんちゃでガキ大将か、ＰＴＡはもと
より町内のだれもが知っていたと思います。だか
ら、子ども心にも「ちゃんとせなあかん」という気
持ちが自然にありました。特にうちは400年続く
老舗ですし、そこの「ぼん」でしたのでなおさらで
した。また、うちの父親もこのまちで育っていま
すから、近所の大人も父親の友だち、先輩・後輩
だらけです。ですから、大人同士もやんちゃはし
てても、度が過ぎる羽目は外していませんでした。
母親に言われて、夜警のあとみんなで飲んでい
る父親を迎えにいくこともありましたが、そこも
顔見知りのおっちゃんばかりでした。だれからも
顔を覚えられているまちでは、子どももしっかり
まちの一員だったように思います。

とう へい

や  け い

〔旧南区上汐町１丁目（現中央区上汐１丁目）
 あたりでの昭和 30（1955）年頃の想い出〕

　上町台地の東縁にある東上町と筆ヶ崎町は、東筆という一つの町
会を構成していますが、その町内に方除地蔵尊があります。昭和30
年代までは地蔵盆が行われていましたが、いつの間にか廃れていま
した。そこで、2006年の夏から「方除地蔵子ども祭り」として地蔵
盆を復活させました。祭りは地元のみなさんによる手弁当のイベン
トで、焼きそばや射的など楽しい屋台が並びます。なかには地元の
有名焼肉店の屋台もあり、毎夏大勢の子どもたちや親子連れで地
蔵尊前の東上町公園内はにぎわいます。町会内では市街地再開発
が続き、人口も増えるなか、つながりづくりが課題になっています。
祭りは、子どもたちが地元で楽しい思い出を持って育つように企画
しましたが、一緒に保護者の方も来られるので、私たち町会メン
バーなどとも出会えます。さらに、子どもの楽しそうな姿がまちに増
えることで、お年寄りにも喜んでもらえているようです。子どもたち
がまちなかで楽しめる機会を増やすことは、子どもだけでなく大人
にとってもまちでの出会いとつながりに結びつくように感じています。

住民の手づくりで実施されている方除地蔵子ども祭り

伝統行事の復活で子どもとまちをつなげる

　　　　[ 方 除 地 蔵子ども祭り ]
談

「方除地蔵子ども祭り」は毎年8月
23日の夕方から大阪市立中央授
産場の東にある東上町公園で開催
されています。地元町会の方だけ
でなく、どなたでも参加できる祭り
です。JR大阪環状線と玉造筋のあ
いだに残る懐かしい家並みの東上
町と、再開発が進む筆ヶ崎地区か
ら成る東筆振興町会では、コミュ
ニティの継承に日々知恵が絞られ
ています。

■お問い合わせ先
服部商店（服部多嘉男さん）
TEL：06 – 6771– 6588

服 部 多 嘉 男 さん
東筆振興町会会長

ほ　う　よ　け

す    た

子どもの
笑顔から、
地域の
つながりを
もう一度。

方除地蔵子ども祭り
（東上町公園）

千日前通

●
近鉄百貨店

●
大阪赤十字病院 ●
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　大阪万博でまちも活気づいていた頃。旧北生
野町あたりはアパートや長屋が建ち並び、路地が
入り組んだまちでした。当時の近所は本当に在
日コリアンが多くて、六畳一間に家族6人といっ
た風景が普通でした。うちの家は表通りに面して
いて、ハイカラなアボジ（父）のおかげでテレビや
電話も早くからあったので、電話の呼び出しに
路地を走るといったこともありました。子ども同
士も遊ぶだけでなく、年長の子が近所の小さい
子の子守をしたり、親の帰りが遅い子を預かった
りと、互いの家の出入りが自由だったこともあっ
て、近所が一つの家族のように暮らしていまし
た。うちのオモニ（母）は特に子ども好きで、私た
ち兄妹４人だけでなく、親戚や近所の子どもの
面倒も分け隔てなく見ていました。だから、私た
ちも友だちというより兄弟姉妹みたいな感じで
した。今も時折、オモニと出会うと「今も頭が上
がらんわ」という“昔子ども”ばかりです。そうい
う私たち兄妹も近所の大人たちには毎日世話に
なっていました。どの大人もオモニ・アボジだっ
た夢のような頃でした。
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『家族のような近所の
 なかでは、どの大人も
 オモニ・アボジだった』

〔生野区旧北生野町（現生野東１丁目）での
 昭和45（1970）年頃の想い出〕

　在日コリアンが多い生野区コリアタウン界隈を舞台に、さまざま
な差別や社会障壁に苦しみながらも生きる在日コリアンの姿とそ
の豊かな文化に触れながら、人権を学び、共生について考える人
権研修プログラムを続けています。在日コリアンの歴史や抱える課
題などをしっかり学んでもらう一方、キムチづくりや民族楽器演奏
などの楽しい体験メニューも揃えています。大人でも子どもでも学
べますが、楽しみながら、でもしっかり学んでもらうというスタンス
で内容を充実させてきました。定着してきた「韓流」に乗って、コリ
アタウンや在日コリアンへの関心も高まってきています。修学旅行
や人権研修でやってくる子どもたちのなかには、プログラムにはま
だないコリアンの芸能文化を知っていたり、体験メニューだけでな
く、在日コリアンの歴史などを「もっと学びたい」と言ってくれる子
どもたちもいます。コリアタウンに来ることを楽しみにし、よく学ん
でくれる子どもたちが増えていく様子を見ていると、共生社会の未
来に明るさを感じずにはいられません。

■お問い合わせ先
（特活）コリアNGOセンター
TEL：06 – 6711–7601韓国の民族楽器をみんなで演奏体験中

郭  辰 雄 さん
（特活）コリア NGO センター

共生社会の未来の担い手を育む

[生野コリアタウン人権研修プログラム]
談

コリア
NGOセンター

千日前
通
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●
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コリアタウン

（特活）コリアNGOセンターの前身で
ある各団体が1990年代初頭から
単発に実施していた人権学習が、
旅行代理店などとの連携により
発展、受け入れプログラムの一層の
充実が図られてきました。キムチづ
くり体験やハングル入門講座など
の体験学習とまちを歩きながらの
フィールド･ワークから構成され、在
日コリアンの暮らしに触れながら、
多民族共生や韓日の歴史などにつ
いて学ぶことを基本にしています。
毎年8～9千人の子どもや大人が学
んでいます。

　子どもの頃はとにかくよく遊んでいました。今
も暮らしている旧猪飼野東町の昭和30（1955）
年頃は、空き地や駄菓子屋など楽しい場所がいっ
ぱいでしたし、当時はとても大切だった自転車に
乗って、北は淀川から南は大和川、西は大阪港
から東は生駒の麓まで、文字通り大阪中を駆け
回っていました。同じ歳の子ども同士だけではな
く、それぞれの兄弟姉妹なども一緒に、いろん
な年頃の子どもが集まって遊んでいました。そん
ななかで川や空き地の危ないところなども年長
の子どもから自然に伝えられていました。また、
近所の大人にもよく遊んでもらいました。特に当
時30歳前後だった自転車屋のおっちゃんは、仕
事の手が空いたときなど相撲をしたりしてくれま
した。自転車屋の前は空き地だったのですが、仕
事中も子どもたちに目配りしてくれていて、喧嘩
の仲裁などすぐ駆けつけてくれました。盆踊りの
やぐら組みなど地域行事のお手伝いもさせてく
れたのですが、そうした経験が大人になっても地
域行事に関わることが普通の感覚になっている
ことにつながったと思います。

い か い の

ふもと

す も う

け ん か

『一緒に遊び、
          見守ってくれた
 自転車屋のおっちゃん』

〔生野区旧猪飼野東町（現中川西１丁目）での
 昭和 30（1955）年頃の想い出〕
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　PTAの役員や元役員である日本人と在日コリアンのおやじ、校
長先生をはじめ教員のおやじ10名で結成されているバンドです。
結成のキッカケは５年前、だれもなり手がなかったPTA会長に、
在日コリアンのおやじが「それじゃあ私が」と立候補したことでした。
一部から「在日コリアンの会長は前例がない」との声が上がって、
結局前会長が留任。立候補したおやじは副会長にということで、
PTAが発足したのは10月半ば過ぎでした。何かしらモヤモヤ感
が残ったことから、翌年のPTAでは役員会や夜間巡視などのあと
の「反省会」で「子どもたちも日本人と在日が一緒にがんばってい
るのに、俺たちおやじも何か応援できないだろうか」と話が弾み、
だれかが「バンドでもやろか」と言い出しました。2005年10月にバ
ンドを結成し、2006年４月にはバンド･メンバーが在日コリアンで初
めてのPTA会長に選出されました。バンドは学校行事のほかに、
地域の行事やイベントなどにも多数出演し、今では子どもたちや学
校だけでなく地域を元気にする取り組みの一端も担っています。

まちを楽しく変えていく

[大阪市立大池中学校PTAおやじバンド]
談

古 川 正 博 さん

大阪市立大池中学校教諭

「おやじバンド」は楽器が弾けなく
ても歌だけで参加ＯＫ！ テレビや
新聞でもその活動が紹介されて、
大阪市内はもとより関西を中心に
各地から、人権講演会やイベント
などでの講演・演奏に招かれて、
「生野区発・多文化共生のメッセー
ジ」を発信しています。練習後の“反
省会”が練習時間よりはるかに長
いのもご愛敬です。

■お問い合わせ先
大池中学校 古川正博教諭
TEL：090 – 4278 – 6127

生野コリアタウン
      共生まつり2009に出演

大池中学校

●

● 勝山通
生野区役所

近鉄奈良線・大阪線

御勝山 ●
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　大阪国際交流センターで2007年からはじまった外国語絵本読み
聞かせ“アイアイ”は、子どもたちに絵本を通じて英語や中国語、韓
国語などに出会ってもらい、外国の文化に楽しく触れてもらう場で
す。ボランティアも日本人と各国の人たちが参加していて、絵本の
読み聞かせだけでなく、出身国での歌遊びや手遊びをプログラム
に加えたり、ボランティア同士で毎回、創意工夫に努めています。
主に就学前の子どもたちが親御さんと来られますが、日本人だけで
なく外国人の親子連れも来られます。また聞いているだけでなく、
参加者の親子同士が出会う機会でもありますし、出会いを通じて
異文化への理解をより深めてももらえるようです。私たちボランティ
アもそれぞれの母国語や勉強してきた外国語を活かす機会にも
なっていますが、毎月来てくれる子どもたちの成長ぶりに、子育て
の記憶がよみがえる楽しいひとときにもなっています。センター内に
は喫茶店もありますし、西側には上汐公園もあります。お子さんと
の午後のお散歩がてら、気軽に立ち寄ってもらえるとうれしいです。

■お問い合わせ先
（財）大阪国際交流センター 情報企画部
TEL：06 – 6773 –8989子どもたちを連れた親御さんたちの交流の場にもなっています

伊 藤 美 恵 子 さん
北 中 公 子 さん
康  南 姫 さん
読み聞かせボランティア

「アイアイ」は大阪国際交流セン
ター１階インフォメーションセンター
内の交流スペースにて、毎月第 2
火曜、第3木曜（いずれも15：00
～15：30）、第 4土曜（14：00～
14：30）の月3回開催されていま
す。読み聞かせ時間の前後は会場
での交流の時間にもなっています。
参加申込や参加費は不要で、どな
たでも気軽にご参加いただけます。

絵本で出会う子どもと異文化

[アイハウス外国語絵本読み聞かせ“アイアイ”]
談

大人から子どもたちへ
伝えるこころ、
思い出のつぶやき

大阪国際交流センター

千日前通

勝山通

●
近鉄百貨店

●
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上本町

左から、康 南姫さん、
伊藤美恵子さん、北中公子さん

出会いを
通じ異文化
への理解を
深めて
ほしい。

在日コリアン
文化に触れ、
まず自分で
考えるところ
から。

頑張る
子どもを見て
俺たちおやじも
仲良く応援。

※それぞれの談話等は2010年1月時点のもの。肩書、所属等は当時のものです。
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一粒、ひとときに
想いを込める

空堀商店街界隈で長屋再生を手掛
けはじめた頃、植松さんはいち早く
声を掛けてくれました。修築前はお
化け屋敷（笑）みたいだった「練」へ
の入店も即答してもらいましたが、
新しい世界を切り開きながら、古い
モノへの溢れんばかりの愛情もお
持ちです。商売だけにならなず、さ
りげなく気配りされる姿勢には、い
つも勉強させてもらっています。

温故知新を地でいくことが
　　　　　できる職人さん

六波羅雅一さん
（六波羅真建築研究室代表）から

和洋菓子関係の氏子さんたちが「氏子菓子委員会」なる組織をつくっ
て、ご奉仕いただいていますが、空堀へ来られたときからよく参拝さ
れている植松さんも、氏子さんの縁で加わってもらえました。洒落っ
気がありながらおいしい「ジンジャー（神社）・チョコレート」は、ダン
ディでありながら気さくな職人さんである植松さんそのものです。

職人気質に併せ持つ、洒落っ気と気さくさ
小谷真功さん（高津宮宮司）から

まちに育てられた若いまちっ子が、
まちの次代を育む
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せ
ん
。
高
津
宮
の
氏
子
菓
子
づ
く
り
に
も
、

洒
落
っ
気
た
っ
ぷ
り
、
で
も
味
は
本
格
派
の

「
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」で
参
画
。「
近

所
の
女
の
子
が
、
一
粒
だ
け
買
い
に
来
て
く
れ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
」と
語
り
な
が
ら
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
介
し
て
、
ま
ち
の
生
活
文
化

が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

「エクチュア」 植松秀王さん

　
丸
善
ボ
タ
ン
は
、
昭
和
26
年
に
天
満
橋
で

創
業
し
た
ボ
タ
ン
な
ど
の
紳
士
服
用
縫
製

副
資
材
販
売
卸
の
会
社
で
す
。
繊
維
の
ま
ち

だ
っ
た
大
阪
で
、
谷
町
界
隈
は
紳
士
服
関
連

の
店
や
職
人
の
多
い
ま
ち
で
し
た
。
そ
の
流

れ
を
汲
む
丸
善
ボ
タ
ン
を
率
い
る
の
が
若

い
三
代
目
の
岸
本
さ
ん
。
大
学
で
は
建
築
を

学
び
、「
ま
さ
か
社
長
に
な
る
と
は（
笑
）」と

思
っ
て
い
た
岸
本
さ
ん
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

１
階
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
改
装
し
な
が
ら
、
ま

ち
と
の
距
離
を
縮
め
て
き
ま
し
た
。
地
域
が

主
催
す
る
年
に
一
度
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
も
、

楽
器
づ
く
り
の
職
人
さ
ん
や
お
米
屋
さ
ん

な
ど
界
隈
の
人
た
ち
と
と
も
に
、「
ご
近
所

さ
ん
」の
一
員
と
し
て
こ
な
し
て
い
ま
す
。

「
大
勢
の
大
人
や
職
人
さ
ん
が
つ
く
る
小
物

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
か
ら
か
な
」と
は
に
か

み
つ
つ
、
昔
な
が
ら
の
ま
ち
っ
子
ら
し
い
感

覚
で
、
モ
ノ
と
暮
ら
し
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら

今
日
も
会
社
と
地
域
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

「丸善ボタン」 岸本知子さん

チョコ
レート

ボタン

海産物、
漬け物、乾物
韓国・朝鮮
料理食材

食品関係

砂糖商

衣服・身の回り

ボタン

洋服プレス

刺繍

綿織物

毛織物

絹織物

服地商

帽子製造・卸

カバン製造･卸

ハンドバッグ
製造・卸

宗教関係

神具

仏壇・仏具

印刷関係

紙裁断所

紙加工所

紙器

墓石

高津宮の氏子菓子
としてつくられた
「ジンジャー・チョコレート」

地域のイベントにも
会場を提供して参加

　「食いだおれのまち」としては鶴橋界隈に広
がる海産物や乾物などの製造･卸、コリアタウ
ンらしい韓国・朝鮮料理食材商、そして松屋町
筋にもみられる砂糖商が挙げられます。
　印刷関係では紙裁断所や紙加工所、紙器が
松屋町から玉造にかけての長堀通沿いにみら
れます。この界隈では、印刷屋さんのカッチャ
ンカッチャンという音も聞こえてきます。
　寺社の多い上町台地らしさが表れた業種も
みられます。神棚や神輿などを扱う神具、仏
壇・仏具、墓石です。

　「繊維のまち」と呼ばれた大阪らしく、服飾
関係の業種が多く見られます。上町台地では
紳士服関連の業種が中心ですが、地図では谷
町界隈を中心に布地や織物などの素材、上町
台地に南北に広がるボタン、ＪＲ環状線沿いに
立地する刺繍や洋服プレスなどが特徴的です。
　また、勝山通沿いに立地するハンドバッグや
カバンの製造･卸、玉造から緑橋にかけての帽
子製造･卸など、身の回り品に関わる業種もい
くつかみられます。

大阪駅前第４ビル地
下や船場

センタービルなど、服
飾関連の

小物を扱う店が多い
ところもあ

りますが、昭和４０
年代くらいま

では家々にミシンも
あって、家

庭での手芸や裁縫
も盛んでし

た。一般向け小物
を扱う店は

一時減りましたが、
近年の雑

貨ブームに乗って、
ボタンなど

を扱う小売店もチラ
ホラ見かけ

るようになってきました
。

ボタン屋
（紳士服縫製副資材）

チョコレート店
ベルギー製をはじめ輸入品も増え、専門店もあちこちで見かけますが、20年ほど前までは大手メーカーの板チョコなどが中心でした。ショコラティエと呼ばれるチョコレート職人が、工場生産では味わえない技を競っています。高級チョコですが、植松さんは「気軽に一粒だけ買って、味わう文化が広がれば」と誘ってもくれています。

コメント

コメント

　上町台地界隈で今も営まれる職人色の強い業種のうち、同業種が比較的
固まって立地している界隈を地図に示しています（印刷業全般や紳士服の
製造・卸などのように、広範に単独で立地している個々の事業所の情報は
除いて、同業種が固まって立地している場合だけを示しています）。それぞ
れの業種の立地には、まちと人が折り重ねてきた時が垣間見えます。

上町台地 手仕事・ものづくりなりわいマップ

　私たちの日々によりそう、ご近所

のお店屋さんや職人さんのなかに、

血の通ったまちづくりの礎ともなる

暮らしや生業の哲学が、しなやか

に受け継がれています。そう思って

上町台地界隈を見てみると、日常

の食べ物や生活用品やサービスな

どを通して人とまちをつなぐ、なん

とたくさんの手仕事やものづくりや

商いのプロフェッショナルが存在し

ていることでしょう。まちと暮らし

を見守り支える、まちなかのプロ

フェッショナルの幾人かを訪ね、そ

の手のぬくもりとまなざしの向こう

に、世代を越えてつながる上町台

地の未来を見つめます。

1
Style 上町台地の

時空につながる扉から
4

暮らしによりそう
手仕事・
ものづくり

3（地図中　  ）

1（地図中　  ）

ギャラリーでは若い作家たちの
作品などを企画展示

※取材内容等は2011年2月時点のものです。

まちなかの
プロフェッショナル訪問
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技を磨き、まちを磨く、
たゆまぬ向上心

まちなかの活版文化を、
若い世代へ刷り込む

花もまちもご近所も、
丁寧に生ける

生まれたときからそばにある
帽子とまちへの愛着

喫茶店で打ち合わせ 町工場の若者と

金属関係の製作所では、
「へら絞り」の加工技術に
感嘆の声が上がりました

訪問先の木工所で
目にした「挽き物」
技術は、熟練の技

そのもの

吉村さんの会社にも、みんなで
おじゃましました

取引先の木工場にて 近所の塗装工場で

大阪・生野の職人さんめぐり

戦前には「東洋のマンチェスター」との異名も持った大阪は、金属加工や機械製造も盛んでした。大阪湾沿いの大工場や京阪沿線の電器メーカーを頂点に、中小工場のネットワークが築き上げられていましたが、今でも生野・東成区内には「知る人ぞ知る」という技術を持った町工場が数多く見られ、地域の誇りにもなっています。

機械製造

近代的な帽子産業の大阪への由来には諸説ありますが、明治維新後に設置された被服廠での軍服・軍帽類の生産を契機とする説もあります。戦後は東成区を中心とした一帯に広がり、高度経済成長期には事業所数もかなり増えました。古くから菅笠づくりの伝統が息づくまちで、今も帽子職人さんの姿を見かけることができます。

帽子屋

桂田さんとの出会いは「燈」を修築する
前の見学会のときでした。中崎町などで
も出店を検討されていたそうですが、「こ
こに入る」と一言。表面的な部分だけで
なく、ディテールにまでこだわる職人らし
く、「燈」のご近所さんや他店のお客さん
にも目配り、気配りされる姿は、まさに職
人さんそのものという感じです。

帽子同様に注ぐ、
　　  他者への目配り、気配り

六波羅雅一さん
（六波羅真建築研究室代表）から

コメント

緑橋の印刷工場跡を借りて、２年前にアート拠点「♭（フラット）」を設けたとき、
一角で小さな印刷所をされている上田さんに出会いました。それまで活版印刷
なんて、まったく知らなかったのですが、アッという間にその技や印刷物の質
感などの虜になりました。若い印刷屋さんたちと「関西活版倶楽部」を立ち上げ、
模索をはじめています。

偶然出会えた活版印刷から広がる縁と創造
花村周寛さん（関西活版倶楽部理事）から

コメント

　緑
橋
の
再
生
さ
れ
た
町
家「
燈
」で
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
映
え
る
帽
子
の
数
々
。

創
作
帽
子
屋「
桂
」で
は
た
く
さ
ん
の

帽
子
を
、
質
感
あ
ふ
れ
る
店
内
で
手
に

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
帽
子
は
地

元
緑
橋
界
隈
の
地
場
産
業
で
も
あ
り
ま

す
。
お
店
を
営
む
帽
子
職
人
の
桂
田
さ

ん
も
生
粋
の
緑
橋
っ
子
。
帽
子
づ
く
り

に
長
年
携
わ
り
な
が
ら
、
小
売
も
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
出
店
し
た
の
は
子
ど

も
の
頃
か
ら
身
近
に
あ
っ
た
町
家
の
な

か
。
帽
子
業
界
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、

お
店
を
出
す
町
家
、
そ
し
て
地
域
の
活

性
化
も
見
据
え
て
、「
燈
」で
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
手
弁
当
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

「
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
や
か
ら
ね
」と

さ
り
げ
な
く
言
い
つ
つ
、
帽
子
と
ま
ち

に
日
々
愛
情
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

「桂（ｋｅｙ）」 桂田秀人さん

　活
版
印
刷
を
ご
存
知
で
す
か
。
今
で

は
家
庭
で
も
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
で
き

ま
す
が
、
印
刷
も
本
来
は
職
人
さ
ん
の

領
域
で
す
。
活
版
印
刷
は
文
字
一
字
ず

つ
を
組
み
合
わ
せ
て
印
刷
す
る
方
法
で
、

新
聞
や
雑
誌
な
ど
多
様
な
印
刷
に
対
応

で
き
ま
す
。
現
代
の
活
版
印
刷
も
、
も

と
を
た
ど
れ
ば
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
発

明
か
ら
基
本
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

字
を
彫
り
、
版
を
組
み
、
色
を
合
わ
せ

と
分
業
の
世
界
で
す
が
、「
丁
稚
奉
公

の
時
分
か
ら
、
自
然
に
覚
え
て
し
ま
っ

た
」と
上
田
印
刷
所
の
上
田
さ
ん
は
す

べ
て
を
一
人
で
さ
れ
ま
す
。「
も
う
引
退

や
ろ（
笑
）」と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
は

じ
ま
っ
た
、
大
阪
の
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
の
協
働
事
業
に
、
技
を
伝
え
た
い
と

い
う
想
い
が
ま
た
湧
い
て
い
ま
す
。

「上田印刷所」 上田秀雄さん

　大
阪
の
下
町
育
ち
な
ら「
一
家
に

一
台
」の
思
い
出
も
多
い
た
こ
焼
き

器
。
業
務
用
の
た
こ
焼
き
器
や
お
好

み
焼
き
器
な
ど
、
ガ
ス
器
の
設
計
・

製
造
・
販
売
の
旭
進
ガ
ス
器
製
作
所

は
、
ま
だ
町
工
場
が
そ
こ
か
し
こ
に

見
ら
れ
る
生
野
区
中
川
西
に
あ
り

ま
す
。
大
阪
ら
し
い
看
板
が
目
印
の

工
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ス
器
が

製
作
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

注
文
主
と
吉
村
さ
ん
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
一
品
も
ん
で
す
。「
も
の
づ

く
り
に
は
到
達
感
は
な
く
、
常
に
向

上
心
の
み
で
す
わ
」と
語
る
吉
村
さ

ん
は
、
ご
近
所
付
き
合
い
か
ら
地
域

イ
ベ
ン
ト
ま
で
大
活
躍
で
す
。
そ
れ

も
ま
ち
の
住
み
心
地
を
向
上
さ
せ

た
い
と
い
う
職
人
気
質
の
表
れ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「旭進ガス器製作所」 吉村健一さん

帽子

活版
印刷

花

機器
製造

慌
た
だ
し
い
日
常
の
な
か
で
草
花
に
接
す
る
機
会
は
お
持
ち
で

す
か
。
家
の
内
外
を
ち
ょ
っ
と
飾
る
切
り
花
や
鉢
植
え
を
扱
う
の

が
お
花
屋
さ
ん
で
す
。
な
か
で
も
上
町
台
地
ら
し
い
の
が
、
法
事

や
仏
事
で
使
う
仏
花
を
扱
う
生
花
店
。
お
寺
の
多
い
ま
ち
な
ら
で

は
で
す
が
、
花
熊
は
約
四
百
年
前
の
寺
町
形
成
直
後
か
ら
商
売
を

営
む
老
舗
中
の
老
舗
。「
一
人
っ
子
や
っ
た
か
ら
、
継
が
な
し
ゃ

ー
な
か
っ
た
」と
笑
う
山
本
さ
ん
は
、
全
国
を
回
っ
て
花
木
を
目

利
き
し
、
生
け
花
と
し
て
美
し
い
形
で
仏
花
を
納
め
る
職
人
で
も

あ
り
ま
す
。「
人
の
た
め
な
ん
て
格
好
悪
い
や
ろ
。
自
分
の
た
め

や（
笑
）」と
言
い
な
が
ら
、
ま
ち
も
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
も「
自

分
自
身
と
同
じ
」と
、
ま
ち
へ
の
愛
情
も
花
と
同
じ
く
豊
か
で
す
。

「花熊」 山本良一さん

私たちが商店街やまちなかでよく見かけるのが町花屋。そのほかに、お葬式や法事の際の花を扱う店や、お墓への供花を扱う店もあり、花熊は花屋のなかでも専門店と言えます。生け花までこなす仏花の専門店は少ないようで、花熊には京都のお寺からも注文があるそうです。最近は花屋を開業する若い世代も増えてきています。

花　屋

2011年夏、吉村健一さんにご案内いただいて、
生野の職人さんの仕事の現場にうかがいまし
た。見学会に参加した人たちも、熟練の技術を
目の当たりにして、まさに驚きの連続でした。

開催日：2011年8月2日
主　催：上町台地・職人研／丸善ボタン㈱
協　力：大阪ガスCEL／U-CoRoプロジェクト・ワーキング

U-CoRoも協力

竹で作った花立て

桂さんの帽子は地域の人たちの愛用品
（「燈」の年越しカウントダウンイベントほかにて）

印刷屋さん
大阪の地場産業の一つでもあった印刷。「カッチャン、カッチャン」といえば、京都西陣では機織りの音ですが、大阪のまちなかでは印刷屋さんの音。デジタル化が進むなか、活版印刷から生み出される印刷物の凹凸感や手触りを懐かしく思い出す方もいらっしゃるのでは。若い世代の感性にも、活版印刷の奥深さが届きつつあります。

9（地図中　  ）

12（地図中　  ）
13（地図中　  ）

11（地図中　  ）

※取材内容等は2011年2月時点のものです。
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食べやすいように料理を切り分け

先代から受けついだ道具で味を極める

世界の著名人にも愛用者が多いという 地域の地蔵尊の保存会総代も務める（地蔵盆にて）

　
上
町
台
地
の
閑
静
な
住
宅
街
で
あ
る
五
条
地

域
。
そ
の
一
角
に
あ
る
カ
ン
ダ
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

は
メ
ガ
ネ
の
製
造
業
で
す
が
、
そ
こ
で
作
り
だ

さ
れ
る
メ
ガ
ネ
は
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
特
許
製

品
ば
か
り
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
元
米
国
大
統
領
や

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
な
ど
世
界
中
の
人
た
ち
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。
神
田
さ
ん
は
父
の
下
で
幼
い

頃
か
ら
メ
ガ
ネ
に
携
り
、
新
製
品
の
開
発
と
、

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
正
し
い
メ
ガ
ネ
づ
く
り

に
長
年
邁
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
商
店
街
や
地
蔵
盆
な
ど
地
域
活
動
に
も
熱
心

な
神
田
さ
ん
で
す
が「
実
は
人
付
き
合
い
が
苦

手
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き
受
け
た
の
が
運
の

尽
き（
笑
）」と
言
い
つ
つ
、
会
社
の
広
間
を
地

域
の
寄
合
に
開
放
す
る
な
ど
、
メ
ガ
ネ
の
よ
う

に
き
め
細
か
い
目
配
り
で
地
域
を
下
支
え
し
て

い
ま
す
。「
人
の
手
が
不
要
に
な
る
世
の
中
で
は
、

人
も
不
要
に
な
る
」と
職
人
さ
ん
ら
し
い
目
線

で
ま
ち
の
今
を
危
惧
し
つ
つ
、
未
来
へ
の
手
も

さ
り
げ
な
く
こ
し
ら
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「カンダオプティカル」 神田晃治さん

　
路
地
と
長
屋
・
町
家
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
た

谷
町
５
丁
目
界
隈
で
育
っ
た
海
田
さ
ん
。
家
業
の

お
米
屋
さ
ん
を
継
い
で
10
年
余
。
文
字
通
り
手
づ

く
り
の
お
に
ぎ
り
は
、ク
チ
コ
ミ
で
人
気
が
広
が
り
、

売
り
切
れ
御
免
の
ヒ
ッ
ト
作
。「
午
前
７
時
の
開
店

に
向
け
て
、
夜
明
け
前
か
ら
、
ご
は
ん
を
炊
い
て
い

ま
す
」と
言
う
海
田
さ
ん
は
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
の

資
格
も
お
持
ち
で
す
。
ご
近
所
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
ご
は
ん
の
か
ま
ど
炊
き
実
演
や
お
に
ぎ
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
展
開
し
な
が
ら
、
お
米
へ
の

関
心
ア
ッ
プ
と
つ
な
が
り
づ
く
り
も
手
仕
事
感
覚

で
進
め
て
い
ま
す
。
表
通
り
か
ら
一
本
入
っ
た
ま

ち
な
か
で「
女
も
す
な
る
米
屋
稼
業
」。
海
田
さ
ん

の
お
に
ぎ
り
が
今
日
も
店
頭
に
並
び
ま
す
。

「ウミタ食糧店」 海田弘美さん

　
長
屋
を
再
生
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー「
陽
だ
ま
り
」。
玄
関
脇
の

さ
り
げ
な
い
木
製
看
板
を
見
落
と
せ

ば
気
づ
か
な
い
施
設
で
す
が
、
な
か

に
入
る
と
利
用
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
、

そ
し
て
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
の
に
ぎ

や
か
な
日
常
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
肩
肘
張
ら
な
い「
普
通
」を
心

掛
け
な
が
ら
、
細
や
か
な
気
遣
い
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
施
設
で
は
、
日
常
の

食
事
に
も
こ
だ
わ
り
、「
安
く
て
も
良

い
素
材
で
お
い
し
い
調
理
」を
み
ん
な

で
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
施
設
長
の
早
川

さ
ん
も「
こ
こ
で
は
利
用
者
さ
ん
、
家

族
、
ヘ
ル
パ
ー
が
親
戚
一
同
と
い
う
感

じ（
笑
）」。
代
表
の
白
石
さ
ん
と
と
も

に
利
用
者
さ
ん
に
接
す
る
名
人
で
、
施

設
へ
行
く
の
を
嫌
が
る
人
も
、
白
石
さ

ん
の
迎
え
と
早
川
さ
ん
の
対
応
に
馴

染
む
そ
う
で
す
。
昔
懐
か
し
い
長
屋
造

り
と
ご
近
所
の
風
景
と
と
も
に
、
職
人

空
間
が
利
用
者
さ
ん
の
心
を
和
ま
せ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「陽だまり」 早川靖枝さん

　
空
堀
町
の
長
屋
に
、
夕
暮
れ
時
に
暖
簾
が

掛
か
る
一
軒
が
寿
司
の
弥
助
。
こ
だ
わ
り
の

一
品
で
も
あ
る
伝
統
の
大
阪
寿
司
も「
基
本

は
変
え
な
い
」と
言
い
つ
つ
、
下
ご
し
ら
え

な
ど
は
日
々
工
夫
を
重
ね
ら
れ
る
、
店
主
で

寿
司
職
人
の
徳
力
さ
ん
。
そ
の
店
内
に
は
、

お
父
さ
ん
の
代
か
ら
の
昔
な
が
ら
の
ま
ち

の
お
寿
司
屋
さ
ん
の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ
、

冷
蔵
ケ
ー
ス
を
取
り
払
い
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越

し
の
や
り
と
り
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

想
い
が
満
ち
て
い
ま
す
。「
お
客
さ
ん
と
は

フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
の
関
係
」と
言

う
徳
力
さ
ん
は
、
職
人
と
し
て
の
日
々
の
小

さ
な
積
み
重
ね
と
と
も
に
、
お
客
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
も
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
代

か
ら
受
け
継
い
だ
店
で
、
地
元
の
お
客
さ
ん

と
の
対
等
な
関
係
。
先
人
か
ら
培
わ
れ
て
き

た
ま
ち
暮
ら
し
の
ほ
ど
良
い
距
離
感
も
、
こ

の
店
で
は
味
わ
え
ま
す
。

「弥助寿司」 徳力修司さん

神田さんはいろんな地域活動の大先輩ですが、いつもサポート役に
回っていただくうえに、寄付金も頂戴したりと、お世話になりっぱな
しです。そのうえ、メガネもお世話になっていますが、「メガネの調子
はどないや」とこれまたいつも気に掛けてもらっています。古き良き
「旦那衆」のありようを教えてもらっています。

メガネと地域活動から伝わる、
　　　　　　　古き良き「旦那衆」の面影

冨士原純一さん（（有）富士原文信堂代表取締役）から

コメント

寿司

メガネ

お米

福祉
施設

フォーラム event &
workshop
event &

workshop

2011.6.12

まちなかのプロフェッショナルと都市居住文化の豊かな関係性、
世代を越えてつながる上町台地の未来について語り合いました。

報告：菅井牧子さん（京都大学大学院工学研究科髙田研究室）

講演：北川 央 さん（大阪城天守閣研究主幹）

 ［トーク・セッション］
語り手： 神田晃治さん（カンダオプティカル）／吉村健一さん（旭進ガス器製作所）／
　　　  岸本知子さん（丸善ボタン）

コメンテーター： 北川 央 さん／中村智彦さん（神戸国際大学経済学部教授）

聞き手： 髙田光雄さん（京都大学大学院工学研究科教授）

暮らしによりそう手仕事・ものづくり・まちづくり

左から、中村智彦さん、北川 央さん、岸本知子さん、
吉村健一さん、神田晃治さん、髙田光雄さん

開催日：2011年6月12日 ／ 会　場：NEXT21ホール
主　催：大阪ガス（株）エネルギー・文化研究所（CEL）

お米を炊き込み、つながりを炊き込む

寿 司 屋 さ ん
回転寿司ブームが続いていますが、その一方でまちなかの小さな寿司屋さんが姿を消しています。出前も頼めて、顔見知りの店の人が届けてくれるお寿司。そうした光景も身近でなくなりつつあります。暮らしのなかのちょっとしたハレの日に、みんなで楽しんだお寿司。お寿司屋さんもまちの暮らしの演出家の一人でした。

コンタクトレンズが普
及しても、まだお世

話

になる方が多いメガ
ネ。量販店が増え

ま

したが、以前はご近
所のメガネ屋さんで

購入・調整されてい
た方がほとんどでし

た。使い捨て感覚
でないメガネ屋さん

で

は、視力だけでなく
両眼の距離など細

か

いところまであわせ
るほか、購入後の

調

整や修理にもしっか
り対応されています

。

メガネ屋さん

まちなかのお米屋さんは主食を支える大事なお店。精米機の音や店先に集まるスズメを思い出す方もいらっしゃるでしょうか。今では中央区内に数軒という状況ですが、スーパーなどで買う、精米後数ヶ月経ったお米ではなく、お米屋さんの精米したて米のおいしさに親しんでみてはいかがですか。

お米屋さん

メガネとまちへのきめ細かい目配り

基本を守り、工夫を加え、
寿司と客、まちに向き合う

“親戚一同”の付き合い方がまちへ広がる 7（地図中　  ）

2（地図中　  ）

8（地図中　  ）

10（地図中　  ）

※肩書、所属等はイベント開催当時のものです。

※取材内容等は2011年2月時点のものです。

地域のイベントでも
かまどでのご飯炊きを実演

福祉施設

病院は結構目にする
のに、まちなかでは

福祉施設と出会う機
会は多くありません

でした。いつか家族
や自分自身がお世

話になるかもしれない
ところでありながら、

縁遠い存在。「陽
だまり」のような施設

なら、その雰囲気や
ヘルパーさんたちの

日々 の奮闘ぶりも身近に
感じられるので

はないでしょうか。
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暮
ら
し
に
よ
り
そ
う
手
仕
事
・
も
の
づ
く
り



　
店
先
ま
で
積
ま
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
布
団

類
。
空
堀
商
店
街（
は
い
か
ら
ほ
り
）の
な

か
に
あ
る
ぜ
に
や
で
は
、
多
種
多
彩
な
布

団
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４
代
目

の
宮
崎
さ
ん
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
の
あ

と
、
当
時
全
国
２
カ
所
し
か
な
か
っ
た
布

団
業
の
専
門
学
校
で
修
業
し
た
本
格
派
。

人
形
な
ど
を
据
え
る
小
さ
な
座
布
団
は
、

手
作
業
で
拵
え
ま
す
。「
ほ
ん
ま
は
あ
ん

ま
り
、人
前
に
は
出
た
く
な
い
ん
や
け
ど
」

と
笑
い
な
が
ら
も
、
お
客
さ
ん
へ
の
丁
寧

な
対
応
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
商
売
の
傍
ら
、

防
災
訓
練
時
に
は
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

制
服
で
参
加
し
、
店
横
は
毎
秋
開
催
さ
れ

る「
か
ら
ほ
り
ま
ち
ア
ー
ト
」の
案
内
所

に
な
る
な
ど
、
同
級
生
も
多
い
商
店
街
や

地
域
を
さ
り
げ
な
く
支
え
て
い
ま
す
。

「ぜにや」 宮崎昌久さん

　
空
堀
商
店
街（
空
堀
商
店
街
振
興
組
合
）に
ほ
の
か

に
漂
う
鰹
節
の
香
り
。丸
与
は
江
戸
時
代
半
ば
の
明
和

２（
１
７
６
５
）年
創
業
と
い
う
老
舗
で
す
。
瓦
屋
町

の
松
屋
町
筋
か
ら
、
空
堀
商
店
街
へ
と
商
い
の
場

を
移
し
つ
つ
、
香
り
を
介
し
て
地
域
に
代
々
重
宝
さ

れ
て
き
ま
し
た
。ま
ち
と
と
も
に
戦
災
を
く
ぐ
り
抜
け

た
店
舗
を
き
れ
い
に
修
築
し
た
際
、「
卓
球
で
も
で
き
た

ら
え
え
ね（
笑
）」と
気
軽
な
気
持
ち
で
作
っ
た
ホ
ー
ル

は
、「
私
の
も
ん
も
展
示
さ
せ
て
」と
や
っ
て
く
る
ご
近

所
さ
ん
た
ち
の
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ス
に
。そ
し
て
子
ど

も
た
ち
が「
卓
球
、
さ
せ
て
ぇ
」と
、
時
折
は
本
当
に

卓
球
場
と
な
り
ま
す
。
２
階
の
和
室
で
は
書
道
教
室

も
開
か
れ
る
な
ど
、
鰹
節
と
と
も
に
ご
近
所
使
い
さ

れ
て
い
る
丸
与
。「
代
々
、
ご
贔
屓
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
域
へ
の
恩
返
し
に
な
れ
ば
」と
お
っ
し
ゃ

る
岡
田
さ
ん
の
軽
や
か
さ
と
鰹
節
の
香
り
、
そ
し
て

町
家
の
気
が
、
ご
近
所
さ
ん
を
今
日
も
誘
い
ま
す
。

「鰹節丸与」 岡田君代さん

　
豆
腐
と
い
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
パ
ッ

ケ
ー
ジ
包
装
さ
れ
た
も
の
に
し
か
、
馴
染
み

の
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
な
か
の
豆
腐
屋
さ
ん
で
は
毎
朝
作
り
た

て
の
豆
腐
が
、
店
先
に
並
ん
で
い
ま
す
。
明
治

42（
１
９
０
９
）年
創
業
と
い
う
空
堀
商
店
街

（
は
い
か
ら
ほ
り
）の
岡
田
屋
本
店
も
そ
の
一

つ
。
ク
チ
コ
ミ
で
増
え
る
販
路
に
は
、
ミ
ナ
ミ

の
有
名
飲
食
店
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
朝
５

時
か
ら
２
時
間
ほ
ど
で
そ
の
日
の
商
品
を
仕

上
げ
ま
す
」と
い
う
岡
田
さ
ん
。
今
で
も
朝
食

の
お
豆
腐
を
、
開
店
早
々
に
買
い
に
来
る
ご

近
所
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
。
お
店
を

切
り
盛
り
し
つ
つ
、
商
店
街
の
活
性
化
に
奔

走
し
、
若
い
人
た
ち
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
、

厳
し
く
も
暖
か
い
目
線
を
送
ら
れ
ま
す
。

「岡田屋本店」 岡田勝之さん

豆腐と商店街に、毎日、手間暇を掛ける

鰹節の香りが誘う、まちなかのつながり

商店街で布団、ひと、ときを重ねる

鰹節店
食道楽の大阪人の

味を支える食材の
一

つが鰹節です。スー
パーで小さなパック

入

りが出回っています
が、ちょっと前までは

鰹

節屋さんで、削り立
ての薫り高い鰹節を

日々 購入する文化があり
ました。「みなさん、

好みの鰹節があるん
ですよ」と岡田さんが

おっしゃるように、空
堀界隈ではまちの食

文化もまだ健在です
。

豆腐屋
夕方になると聞こえてくる「ト～
フ～」のラッパの音を覚えてい
らっしゃる方もいるでしょうか。
味噌汁の具や冷や奴など、毎
日三度のご飯を彩る豆腐。中
央区内の豆腐屋も岡田さんが
若い頃は20軒超あったそうで
すが、今は数軒だそうです。ま
ち暮らしでも新鮮なモノが手に
入る。豆腐屋さんもそうした暮
らしを支えている一人です。

布団

鰹節

豆腐

綿の打ち直しなどで、布団を
長く大事に使っていくのを支え
るのも、身近な布団屋さんで
す。商店街やまちなかから姿を
消しつつあり、旧南区内の布
団業の親睦会も数年前で活
動休止となるなど、布団も使い
捨ての時代になってしまったよう
ですが、布団屋さんとつながり
ながら、布団もエコに使ってみ
てはいかがでしょうか。

布団店

暮らしを支える生業今昔

10年ほど前に空堀界隈へ引っ越してきましたが、その魅力は商店街でした。長屋を再生
した交流拠点「にぎわい堂」を開いて7年余。岡田さんの豆腐など、商店街の食材を使っ
た食事会も開催してきました。参加者の感想や質問を集めて、岡田さんに返し、返事をい
ただいてという双方向ができるのも、職人さんだからではないでしょうか。

楽しい双方向を可能にしてくれる商店街人
寺西章江さん（にぎわい堂代表）から

コメント

6（地図中　  ）

4（地図中　  ）

5（地図中　  ）

※取材内容等は2011年2月時点のものです。
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